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人　口／／ 3,526 人
　男　／／ 1,638 人
　女　／／ 1,888 人
世帯数／／ 1,７90 戸

平成25年10月31日現在

奈半利町ホームページ　http://www.town.nahari.kochi.jp/

　 奈半利町町民運動会開催
　 町のニュース
　 議会だより　Vol.133
　 ヘルスメイト
　 中学校だより ほか　

奈半利町町民運動会開催

スポーツの祭典開催～町民運動会～スポーツの祭典開催～町民運動会～スポーツの祭典開催～町民運動会～スポーツの祭典開催～町民運動会～スポーツの祭典開催～町民運動会～



No.291　なはり広報　葛 2

　

　
月
3
日（
日
）少
し
寒
く
な
っ
て

　
　

き
た
秋
空
の
下
、
奈
半
利
町
の

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典「
町
民
運
動
会
」が

奈
半
利
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
か
ら
天
候
が
心
配
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
当
日
は
多
数
の
町
民
の

方
が
参
加
さ
れ
、
可
愛
い
幼
稚
園
児

の
か
け
っ
こ
や
バ
ウ
ン
ド
ボ
ー
ル
、

競
輪
選
手
と
い
っ
た
種
目
で
は
、
珍

プ
レ
ー
や
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
競
争

に
会
場
は
沸
き
立
ち
、
綱
引
き
や
年

輪
リ
レ
ー
の
地
区
対
抗
種
目
で
は
、

各
地
区
の
代
表
選
手
の
力
強
い
姿
、

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
快
走
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

前
半
は
法
恩
寺
が
他
の
地
区
を
引

き
離
し
て
１
位
を
独
占
し
て
い
ま
し

た
が
、
後
半
に
な
る
と
昨
年
度
優
勝

地
区
の
東
町
が
勢
い
を
取
り
戻
し
、

綱
引
き
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
合
戦
で
も

高
得
点
を
連
取
し
、
見
事
２
年
連
続

で
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
の
閉
会
式
で
は
、
ジ

ャ
ン
ケ
ン
大
合
戦
で
唯
一
６
連
勝
を

し
た
弘
松
律
子
さ
ん
と
、
応
援
合
戦

や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
合
戦
で
活
躍
を
見

せ
、
チ
ー
ム
を
優
勝
へ
と
導
い
た
齊

藤
実
桜
さ
ん
の
２
人
が
M
V
P
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
応
援
合
戦
の
部

　

第
１
位　

樋
ノ
口　
　
　

64
点

　

第
２
位　

六
本
松
以
東　

62
点

　

第
３
位　

東
町　
　
　
　

59
点

■
総
合
順
位

　

優
勝　
　

東　

町　
　
　

48
点

　

準
優
勝　

法
恩
寺　
　
　

44
点

　

３
位　
　

下
長
田　
　
　

37
点

　

４
位　
　

車　

瀬　
　
　

36
点

　

５
位　
　

平
松
・
弓
場　

36
点

　

６
位　
　

百　

石　
　
　

36
点

　

７
位　
　

六
本
松
以
東　

36
点

　

８
位　
　

横　

町　
　
　

33
点

　

９
位　
　

東　

浜　
　
　

29
点

　

１０
位　
　

上
長
田　
　
　

26
点

　

１１
位　
　

中　

里　
　
　

21
点

　

１２
位　
　

樋
ノ
口　
　
　

17
点

　

※
同
点
の
場
合
は
、
上
位
入
賞
が

　
　

多
い
地
区
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
最
優
秀
選
手
賞

　

齊
藤
実
桜
さ
ん（
東
町
）

■
優
秀
選
手
賞

　

弘
松
律
子
さ
ん（
東
浜
）

■
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
催
記
念
特
別
賞

　

濱
田
善
三
さ
ん（
横
町
）

　

野
崎
徳
美
さ
ん（
百
石
）

　

※
出
場
者
選
手
の
男
女
最
高
齢
者

平成２５年度
町民運動会を開催

～～～　ご協力ありがとうございました　～～～
　町民運動会は、お年寄りから子どもまでみんなが集まり、健康増進や地域間、世代
間の交流を促進することを目的としており、真剣に競技することで和を深め、スポー
ツの秋を楽しく過ごすことを目標に開催しております。
　来年も皆様の元気な姿が町民運動会で拝見できることを楽しみにしております。
　最後になりましたが、町民運動会の運営にあたり、各地区の世話人様にご協力をい
ただき、誠にありがとうございました。
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

10
月
13
日（
日
）高
知
県
消
防
学
校

に
お
い
て
平
成
25
年
度
高
知
県
消
防

操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、中
芸
地
区
を

代
表
し
、奈
半
利
町
消
防
団
が
小
型
ポ

ン
プ
の
部
へ
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
消
防
操
法
大
会
は
、
各
消
防

団
が
実
戦
的
な
消
火
技
術
や
消
防
活

動
の
基
本
と
な
る
規
律
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
競
い
合
う
こ
と
に

よ
り
、
消
防
団
員
の
技
術
と
士
気
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
主

要
行
事
の
一
つ
で
す
。

　

多
く
の
来
賓
な
ど
が
注
目
す
る
中
、

会
場
に
駆
け
付
け
た
家
族
や
消
防
団

Ｏ
Ｂ
か
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、選

手
た
ち
は
機
敏
な
操
法
技
術
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

地
域
防
災
の
要
と
し
て
消
防
団
に

入
り
、多
忙
な
仕
事
の
か
た
わ
ら
厳
し

い
訓
練
を
積
み
重
ね
、こ
う
し
た
大
会

で
精
い
っ
ぱ
い
の
操
法
を
披
露
す
る
団

員
の
姿
を
見
て
、た
い
へ
ん
心
強
く
思

い
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ま
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。

　

平
成
25
年
度
敬
老
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

消
防
操
法
大
会
へ
出
場

　

長
寿
を
お
祝
い
し
よ
う
と
、９
月

16
日
の
敬
老
の
日
に
奈
半
利
小
学
校

体
育
館
に
お
い
て
敬
老
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

敬
老
会
の
対
象
と
な
る
75
歳
以
上

の
方
は
813
人
と
な
り
、当
日
は
、約
130

人
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
か
ら
式
典
が
始
ま
り
、

町
長
の
式
辞
、祝
百
歳（
德
永
定
喜
さ

ん
）祝
九
十
九
歳
白
寿（
西
岡
春
子
さ

ん
）の
ご
紹
介
、模
範
老
人（
入
交
壽

賀
子
さ
ん
、門
田
桂
子
さ
ん
、内
田
澄

子
さ
ん
、下
村
美
屋
子
さ
ん
、竹
崎
俊

子
さ
ん
）の
表
彰
、金
婚
を
迎
え
ら
れ

た
ご
夫
婦（
田
渕
登
志
夫
さ
ん
・
洋
子

さ
ん
）へ
の
祝
辞
の
後
、来
賓
の
方
々

よ
り
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

町
内
の
小
学
生
か
ら
も
心
の
こ
も

っ
た
作
文
の
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
、

最
後
は
出
席
者
を
代
表
し
て
濱
中
俊

子
さ
ん
よ
り
お
礼
の
こ
と
ば
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

演
芸
で
は
、奈
半
利
幼
稚
園
、奈
半

利
小
学
校
や
加
領
郷
小
学
校
児
童
に

よ
る
歌
や
踊
り
の
後
、奈
半
利
町
婦

人
会
、武
知
隆
さ
ん
、東
浜
婦
人
会
、

奈
半
利
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
も

趣
向
を
凝
ら
し
た
出
し
物
で
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
、楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

本
年
７
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
、
故 

前
田 

集
氏
の
御
遺
族
に
よ
り
、

「
奈
半
利
町
人
づ
く
り
奨
学
基
金
」へ
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
き
ま
し
た
寄
付
は
、
当
町
で
大
学
へ
進
学
す
る
学
生
を
有

為
な
人
材
へ
育
成
す
る
た
め
の
奨
学
金
と
し
て
の
給
付
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

生
前
に
は
奈
半
利
町
文
化
協
会
の
会
長
、
ま
た
切
り
絵
の
指
導
者

と
し
て
、
奈
半
利
町
の
教
育
振
興
及
び
人
材
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
お

り
前
田
氏
の
遺
志
を
継
ぐ
若
者
が
今
後
活
躍
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
付
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

10
月
18
日（
金
）に
、
尾
﨑
正
直
高
知
県
知
事
が「
対
話

と
実
行
行
脚
」で
奈
半
利
町
へ
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
知
事
が
現
場
に
足
を
運
び
、
よ
り

多
く
の
皆
さ
ん
と
の
率
直
な
対
話
を
重
ね
て
い
く
こ
と

で
、「
対
話
と
実
行
」の
姿
勢
を
強
化
・
深
化
さ
せ
、
県
勢

浮
揚
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
た
官
民
協
働
の
県
政
を

推
進
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
、町
内
の
奈
半
利
味
噌
の
工
場
や
藤
村
製
糸
工

場
跡
、１
号
津
波
避
難
タ
ワ
ー
、奈
半
利
、加
領
郷
漁
港
な

ど
9
カ
所
を
訪
れ
、地
域
活
性
化
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
る
活
動
や
地
域
の
実
情
、課
題
な
ど
地
域
住
民
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

尾
﨑
知
事
が
奈
半
利
町
を
訪
問　
『
対
話
と
実
行
行
脚
』

　

地
域
の
皆
さ
ま
の
安
全
と
安
心
の
た
め
に
昼
夜
を
問
わ
ず
献
身
的
に
活

動
し
て
い
る
奈
半
利
町
消
防
団
の
第
１
分
団
に
新
し
い
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　

◇

　

火
災
発
生
時
、
ポ
ン
プ
自
動
車
の
役
割
は
大
変
重
要
で
す
が
、
第
１
分
団

が
そ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
も
の
は
、購
入
か
ら
20
年
が
経
過
し
老
朽
化
し
て

い
た
た
め
、
今
後
の
消
防

活
動
に
支
障
を
来
す
こ

と
が
な
い
よ
う
、
新
し
い

消
防
車
の
配
備
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
、
新
た
に
配
備
さ

れ
た
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
は
、
積
載
さ
れ
て
い
る

ポ
ン
プ
が
最
新
型
で
性

能
が
今
ま
で
よ
り
格
段

に
向
上
し
ま
し
た
。ま

た
、
装
備
面
の
充
実
は
も

と
よ
り
操
作
面
で
も
使

い
や
す
く
な
り
、
災
害
活

動
は
も
ち
ろ
ん
、
火
災
予

防
活
動
や
警
戒
活
動
な

ど
で
大
き
な
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

団
員
の
皆
さ
ん
も
心

機
一
転
、
引
き
締
ま
っ
た

面
持
ち
で
入
魂
式
に
臨

ん
で
い
ま
し
た
。

奈
半
利
町
消
防
団
第
１
分
団
の

　

消
防
ポ
ン
プ
車
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

あったかふれあいセンター：音楽療法

加領郷漁港：視察

奈半利味噌の加工場：視察

藤村製糸工場跡：作業風景写真

【
視
察
の
場
所
】

1
、 

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
（
奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ー
）

2
、 

奈
半
利
味
噌
の
工
場

3
、 

奈
半
利
港

4
、 

１
号
津
波
避
難
タ
ワ
ー

5
、 

藤
村
製
糸
工
場
跡

6
、 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
光
園

7
、 

加
領
郷
漁
港

8
、 

集
落
保
全
営
農
組
織
平
・
花
田

9
、 

生
活
体
験
学
校
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

１０
月
１９
日（
土
）、毎
年
恒
例
と
な

る
文
庫
ま
つ
り
が
お
う
ち
文
庫
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
０
歳
児
か
ら
小
学
生
ま

で
の
子
ど
も
を
対
象
に
、年
に
１
回

本
の
読
み
語
り
、紙
芝
居
、手
遊
び
、

工
作
な
ど
子
ど
も
た
ち
に
本
を
読
ん

で
も
ら
う
た
め
に
行
う
お
祭
り
で

す
。

　

今
年
は
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、子

ど
も
３１
人
、保
護
者
４
人
の
参
加
が

あ
り
、に
ぎ
わ
い
の
あ
る
お
祭
り
と

な
り
ま
し
た
。

　

お
う
ち
文
庫
は
毎
週
土
曜
日
に
開

設
し
て
お
り
ま
す
。子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
が
楽
し
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
本

が
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
９
回　

文
庫
ま
つ
り
開
催

　

１１
月
９
日（
土
）、奈
半
利
町
民
会

館
に
お
い
て
３８
回
目
と
な
る
邦
楽
発

表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

邦
楽
発
表
会
は
毎
年
１
回
、奈
半

利
町
文
化
協
会
が
主
催
と
な
っ
て
行

わ
れ
て
お
り
、今
回
は
大
正
琴
、民

謡
、箏
、三
曲
、詩
吟
、日
舞
な
ど
の

計
７
団
体
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

長
年
活
動
さ
れ
て
き
た
出
演
者
の

演
奏
や
、完
成
度
の
高
さ
は
昨
年
に

も
増
し
て
磨
き
が
か
か
っ
て
お
り
、

ま
た
箏
や
詩
吟
に
出
演
し
た
小
学
生

も
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、大
人
顔
負
け
の
演
奏
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

邦
楽
発
表
会
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、ま
た
来
年
に
向
け
て
各
部
の
練

習
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。興

味
が
お
あ
り
の
方
は
、奈
半
利
町
教

育
委
員
会（
☎
38
|
8
1
8
8
）ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

第
３８
回 

奈
半
利
町
邦
楽
発
表
会



No.291　なはり広報　葛 6

　

10
月
26
日（
土
）か
ら
28
日（
月
）の

3
日
間
、ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
高

知
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
交
流
大
会
が
中
芸

広
域
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
ま
で
の
台
風
27
号
の
影
響
に
か

か
わ
ら
ず
、広
域
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
の

開
始
式
に
元
気
な
姿
を
見
せ
た
参
加
者

は
30
府
県・政
令
指
定
都
市
、北
は
青
森

県
、南
は
宮
崎
県
か
ら
の
選
手・監
督
総

数
2
1
9
名
で
、3
日
間
の
大
会
に
汗

を
流
し
た
。

　

10
月
26
日
の
開
始
式
は
、奈
半
利
中・

田
野
中
・
安
田
中
3
校
合
同
吹
奏
楽
部

の
演
奏
で
選
手
団
が
入
場
し
、「
心
も
弾

む
よ　

集
お
う
競
お
う
結
い
の
丘
」と

大
会
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
染
め
た
行

進
旗
な
ど
、プ
ラ
カ
ー
ダ
ー
は
奈
半
利

小
・
加
領
郷
小
の
児
童
を
含
む
管
内
7

校
の
小
学
生
が
務
め
ま
し
た
。本
県
の

選
手
団
が
入
場
す
る
と
大
き
な
拍
手
が

わ
き
ま
し
た
。

　

競
技
は
27
日・28
日
で
、27
日
は
チ
ー

ム
対
抗
Ｂ
Ｔ
ラ
リ
ー
戦
と
団
体
ダ
ブ
ル

ス
戦
予
選
リ
ー
グ
が
龍
馬
エ
リ
ア
と
慎

太
郎
エ
リ
ア
の
2
エ
リ
ア
で
開
催
。28

日
は
、団
体
ダ
ブ
ル
ス
決
勝
リ
ー
グ
と

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、表
彰
式
の
演
奏

を
開
始
式
と
同
様
3
校
合
同
に
よ
る
吹

奏
楽
部
が
演
奏
を
務
め
ま
し
た
。

　

ま
た
27
日・28
日
に
は
、体
育
館
駐
車

場
に
て
地
元
食
材
を
使
っ
た
汁
物・お
茶・

コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
た
お
も
て
な
し
コ

ー
ナ
ー
と
管
内
町
村
の
健
康
づ
く
り
団

体
の
指
導
に
よ
る
い
き
い
き
体
操
と
健

康
づ
く
り
教
室
な
ど
を
開
催
し
選
手・観

客
の
参
加
で
盛
況
で
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
方
々
へ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
、多
く
の
皆

さ
ん
の
協
力
の
下
、
精
い
っ
ぱ
い
の
お

も
て
な
し
が
で
き
た
こ
と
と
大
会
が
無

事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

を
中
芸
実
行
委
員
会
か
ら
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
高
知
2
0
1
3
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
交
流
大
会
開
催

★
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
★

●
●
●
●
・
・
・
・
●
●
●
●

●
●
●
●
・
・
・
・
●
●
●
●

上位入賞記録

　種　目 成績
 都道府県 チーム名 人数  政令指定都市名

　 優　勝 相模原市 相模原雲雀 ８名
ＢＴラリー戦 準優勝 京都市 ゆかいな仲間 ７名
 第３位 宮崎県 宮崎マンゴー ７名

団体ダブルス戦 優　勝 高知県１ 志国の龍馬 ８名
龍馬エリア 準優勝 広島県 安芸の宮島 ６名
 第３位 福岡市 福岡タワー ６名

団体ダブルス戦 優　勝 宮城県 宮城　むすび丸君 ７名
慎太郎エリア 準優勝 高知県３ 土佐のかつお ８名
 第３位 相模原市 相模原雲雀 ８名
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平成24年度の決算を認定

一般会計の歳出総額は

25億6,988万円
（前年度比29.4％の減）

特別会計の歳出総額　

国民健康保険事業 6億0,034万円
後期高齢者医療 5,656万円
簡易水道事業 1億1,745万円
漁業集落排水事業 1,028万円

平成25年度　補正予算

一般会計　民生費、消防費等に1億5,129万円を追加

VOL.133

採決結果予算総額追加予算額既定予算額会　計　名

賛成者多数25億7,792万円1億5,129万円24億2,663万円一 般 会 計

賛成者全員6億1,245万円1,917万円5億9,328万円国民健康保険特

別

会

計

賛成者全員1億3,190万円255万円1億2,935万円簡 易 水 道

賛成者全員1,155万円98万円1,057万円漁業集落排水

賛成者全員5,626万円45万円5,581万円後期高齢者医療

33億9,008万円1億7,444万円32億1,564万円合　計

　平成25年度各会計予算 　

採決結果
前年度対比
（歳出）

平成23年度
（歳出）

平成24年度
（歳出）

平成24年度
（歳入）

会　　計　　名

賛成者全員70.6％36億4,130万円25億6,988万円26億2,236万円一 般 会 計

賛成者全員104.6％5億7,370万円6億0,034万円6億1,960万円国民健康保険特

別

会

計

賛成者全員232.4％5,053万円1億1,745万円1億2,010万円簡 易 水 道

賛成者全員111.9％919万円1,028万円1,135万円漁業集落排水

賛成者全員114.6％4,934万円5,656万円5,712万円後期高齢者医療

77.6％43億2,406万円33億5,451万円34億3,053万円合　計

　平成24年度各会計決算の状況 　
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○
財
政
健
全
化
法
に
よ
る
各

指
標
及
び
財
政
運
営

　

平
成　

年
度
決
算
に
お
け
る
財
政

２４

健
全
化
法
に
定
め
ら
れ
る
指
標
に
つ

い
て
、
実
質
公
債
費
比
率
（
３
カ
年

平
均
）
は
、
９
・
４
％
と
年
々
改
善
さ

れ
て
お
り
、
起
債
発
行
の
許
可
基
準

で
あ
る　

％
も
下
回
っ
て
い
る
。
し

１８

か
し
、
今
後
、
高
齢
化
に
伴
う
社
会

保
障
費
や
地
震
津
波
対
策
費
、
中
山

間
対
策
費
等
が
増
大
す
る
一
方
、
地

方
交
付
税
が
削
減
傾
向
で
あ
り
、
厳

し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
る
。
現

状
を
認
識
し
、
健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
る
。

○
交
流
人
口
拡
大
イ
ベ
ン
ト

　

７
月　

日
に
、
み
な
と
未
来
会
議

２８

（
奈
半
利
町
共
催
）
の
主
催
に
よ
る

「
第
４
回
奈
半
利
町
ち
び
っ
こ
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
を
売
り

出
し
、
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
観
光
振
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
実

施
し
て
お
り
、今
年
も
選
手
、応
援
の

家
族
、
観
客
等
を
含
め
て
約
３
０
０

人
の
参
加
が
あ
り
、
盛
大
の
う
ち
に

終
え
た
。今
後
も
交
流
人
口
の
更
な

る
拡
大
の
た
め
、
地
域
内
外
の
住
民

参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
む
。

○
第　

回
港
ま
つ
り

５０

　

８
月　

日
、
第　

回
港
ま
つ
り
が

１６

５０

多
く
の
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

の
も
と
、
祈
願
祭
、
花
火
大
会
の
ほ

か
各
種
の
催
し
物
を
行
い
ま
し
た
。

第　

回
を
記
念
し
、
婦
人
会
、
東
浜

５０
地
区
会
、
青
年
会
に
よ
り
多
彩
な
踊

り
が
披
露
さ
れ
、
例
年
以
上
に
盛
り

上
が
り
を
み
せ
た
祭
り
と
な
っ
た
。

　

今
後
も
県
東
部
を
代
表
す
る
祭
り

と
し
て
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

り
、
移
住
促
進
、
観
光
産
業
の
充
実

に
努
め
て
い
く
。

○
地
籍
調
査

　

平
成　

年
度
奈
半
利
町
地
籍
調
査

２５

委
託
業
務
を
７
月　

日
に
発
注
。
委

１６

託
期
間
は
、
平
成　

年
３
月　

日
ま

２６

２０

で
。
本
年
度
よ
り
、
大
原
・
西
ノ
平

線
改
良
工
事
用
地
取
得
に
お
い
て
重

要
と
な
る
、
丸
山
地
区
の
地
籍
調
査

に
着
手
。
今
後
の
調
査
成
果
を
基
に

分
筆
、
所
有
権
移
転
登
記
を
進
め

る
。

○
町
営
工
事

　

防
災
安
全
交
付
金
事
業
の
町
道
大

原
・
西
ノ
平
線
改
良
舗
装
工
事
を
７

月　

日
に
発
注
。
工
期
は
、
９
月　

３０

１８

日
ま
で
。ま
た
、
７
月　

日
に
地
震
・

１６

津
波
対
策
関
連
工
事
の
八
幡
様
避
難

路
整
備
工
事
と
加
領
郷
小
避
難
路
整

備
工
事
を
発
注
。
工
期
は
、
平
成　
２６

年
１
月　

日
ま
で
。
引
き
続
き
、
防

３０

災
関
連
工
事
等
を
早
急
に
発
注
し
、

東
南
海
・
南
海
地
震
に
備
え
る
。

○
簡
易
水
道
事
業

　

本
村
簡
易
水
道
送
・
配
水
管
布
設

替
工
事
を
、
８
月
７
日
に
発
注
。
第

１
工
区
は
、
本
村
ポ
ン
プ
場
か
ら
樋

ノ
口
の
「
い
こ
い
の
家
」
付
近
ま
で
、

送
水
管
延
長
３
３
４
ｍ
、
工
事
費
４

６
、
７
２
５
千
円
。第
２
工
区
は
、
１

工
区
終
点
か
ら
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
付

近
ま
で
、
配
水
管
延
長
４
５
５
ｍ
、

送
水
管
延
長
４
４
０
ｍ
、
工
事
費
４

９
、
２
９
７
千
円
。
工
期
は
、
平
成　
２６

年
２
月　

日
ま
で
。

１５

○
学
校
施
設
の
太
陽
光
発
電

設
備

　

奈
半
利
小
学
校
、
加
領
郷
小
学
校

▲第５０回港まつりを記念して行われた

　花火大会

　９月定例会は、９月１７日に開会し、町長からの行政報告の後、報告案件１件、人事案件３

件、決算案件５件、予算案件５件を原案どおり可決し、１９日に閉会した。

　一般質問には６人が登壇し、社会保障、防災関連、教育、環境問題などについて執行者の

考えを 質 した。
ただ

●平成25年　第3回定例会（9月）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）
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の
発
注
済
み
太
陽
光
発
電
設
備
設
置

工
事
が
加
領
郷
小
学
校
で
８
月　
１４

日
、
工
事
費
９
、
７
６
５
千
円
で
完

成
。
ま
た
、
奈
半
利
小
学
校
で
は
８

月　

日
に
工
事
費
３
６
、
２
２
５
千

２８
円
で
完
成
し
た
。
こ
の
太
陽
光
発
電

設
備
に
よ
り
両
校
合
わ
せ
て　

ｋ
ｗ

５０

の
発
電
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

中
芸
広
域
連
合
で
の
取
り
組
み

○
消
防
・
救
急
業
務

　

消
防
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
実

施
設
計
に
入
っ
て
お
り
、
議
会
で
も

先
進
地
の
現
地
視
察
や
庁
舎
建
設
に

つ
い
て
検
討
し
て
お
り
、
議
会
の
提

案
を
実
施
設
計
に
反
映
さ
せ
な
が

ら
、
消
防
庁
舎
検
討
委
員
会
で
の
協

議
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
設
計
業
務
を
発
注

し
、
事
業
費
や
事
業
規
模
等
の
協
議

を
進
め
て
い
る
。

　

消
防
業
務
に
つ
い
て
は
、
８
月
末

現
在
に
お
け
る
管
内
で
の
火
災
発
生

件
数
は
５
件
で
、
前
年
比
で
４
件
の

増
と
な
っ
て
お
り
、
消
防
職
・
団
員

が
よ
り
一
層
協
力
し
、
火
災
予
防
に

努
め
る
。

　

救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、
８
月
末

現
在
、
出
動
件
数
２
８
２
件
、
搬
送

人
員
２
６
８
人
で
、
昨
年
に
比
べ
、

件
数
で　

件
、
人
員
で　

人
の
増

３１

２９

加
。
全
国
的
な
猛
暑
で
、
管
内
で
も

６
月
以
降
、
現
在
ま
で　

人
を
熱
中

１２

症
の
疑
い
で
搬
送
し
て
い
る
。

○
介
護
保
険
業
務

　

介
護
保
険
の
運
営
状
況
は
、
介
護

保
険
料
本
賦
課
に
よ
る
平
成　

年
度

２５

当
初
調
定
額
は
２
０
７
、
８
２
１
千

円
、
前
年
度
比
１
・　

％
の
増
、
調
定

６６

額
で
３
、
３
９
２
千
円
の
増
加
と

な
っ
た
。介
護
保
険
事
業
の
状
況
は
、

６
月
末
で
被
保
険
者
数
４
、
５
４
３

人
、
要
介
護
認
定
者
数
８
２
８
人
。

う
ち
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
は
４

１
３
人
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
数　

人
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用

７６

者
数
は
１
７
１
人
。

　

給
付
費
実
績
は
、
国
保
連
合
会
支

払
い
分
で
１
カ
月
平
均
９
９
、
０
６

２
千
円
、
対
前
年
度
比
１
・
９
％
の

減
。

　

予
防
給
付
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

業
務
に
つ
い
て
は
、
認
定
者
が
１
７

１
人
。
う
ち
介
護
予
防
支
援
計
画
作

成
件
数
は
、　

件
で
あ
っ
た
。

７４

○
そ
の
他

　

保
健
福
祉
、
火
葬
場
、
広
域
観
光
、

全
国
健
康
福
祉
祭
等
の
広
域
行
政
に

係
る
各
業
務
の
取
り
組
み
の
報
告
が

行
わ
れ
た
。

　
　

他
の
案
件　

　

◆
人
事

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
任
命
同
意

　

宮
崎
氏
、
宮
地
氏
、
上
村
氏

の
三
氏
を
選
任

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
三
氏
を
審
査

委
員
会
委
員
へ
選
任
の
同
意
を
求
め

る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
三
氏
と
も
賛

成
者
全
員
で
同
意
さ
れ
た
。

住
所　

奈
半
利
町
乙
１
３
５
９
番
地
３

生
年
月
日　

昭
和　

年
９
月　

日

１１

１６

氏
名　

宮
崎　

恒
吉　

氏

住
所　

奈
半
利
町
乙
２
６
５
番
地
１

生
年
月
日　

昭
和　

年　

月　

日

２４

１１

１０

氏
名　

宮
地　

誓　

氏

住
所　

奈
半
利
町
乙
１
３
８
９
番
地
３

生
年
月
日　

昭
和　

年
７
月　

日

３０

１８

氏
名　

上
村　

孝
文　

氏

◆
報
告

　
○
有
限
会
社
な
は
り
観
光
文
化
協
会

の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　

有
限
会
社
な
は
り
観
光
文
化
協
会

の
第　

期
営
業
報
告
が
提
出
さ
れ

１０

た
。

　

経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
収
入
合

計
２
、
３
０
０
万
円
、
売
上
総
利
益

額
１
、
４
６
４
万
円
、
販
売
費
１
、

０
７
５
万
円
で
当
期
純
利
益
は
３
８

９
万
円
と
な
っ
た
。
今
後
、
観
光
事

業
の
強
化
、
集
客
、
売
上
向
上
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
経
営
改
善
に
取
り
組

む
。

◆
意
見
書

○
道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す
る
意

見
書

提
出
者　

中
川　

和
明　

議
員

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温

暖
化
対
策
に
関
す
る
地
方
の
財
源

確
保
」
の
た
め
の
意
見
書

提
出
者　

安
岡　

健　

議
員

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

◆
請
願
・
陳
情

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
創
設

に
つ
い
て
の
請
願

 

賛
成
者
全
員
（
採
択
）

○
来
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
引
き
上

げ
を
中
止
す
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
採
択
の
陳
情

 

賛
成
者
な
し
（
不
採
択
）

○
「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温

暖
化
対
策
に
関
す
る
地
方
の
財
源

確
保
」
の
た
め
の
意
見
書
採
択
の

陳
情

 

賛
成
者
全
員
（
採
択
）



10VOL.133　議会だより　葛

問　

文
部
科
学
省
は
、土
曜
授
業
に
取

り
組
む
公
立
小
中
学
校
へ
の
補
助
制
度

を
新
設
す
る
方
針
を
決
め
、来
年
度
は

全
公
立
校
の
２
割
程
度
に
当
た
る
約

６
、７
０
０
校
を
対
象
と
す
る
発
表
が

あ
り
、当
町
小
中
学
校
が
年
度
途
中
で

県
か
ら
モ
デ
ル
校
と
し
て
指
定
を
受

け
、本
年　

月
よ
り
実
施
す
る
中
で
子

１０

ど
も
議
会
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
を

提
案
す
る
が
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

関
係
機
関
の
理
解
を
得
た
う

え
で
協
議
し
て
い
き
た
い

答　

竹
﨑
教
育
長

　

土
曜
授
業
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い

て
は
、
国
と
し
て
３
月
に
検
討
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
そ
の
流
れ
の
中
で
県
教

育
委
員
会
に
お
い
て
今
年
度
に
入
っ
て

「
公
立
小
・
中
学
校
に
お
け
る
土
曜
授

業
の
活
用
の
あ
り
方
に
関
す
る
実
践
モ

デ
ル
研
究
」
の
実
施
要
項
を
作
成
し
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
中
身
は
、
家
庭
や

地
域
と
連
携
し
て
土
曜
授
業
の
活
用
の

あ
り
方
に
つ
い
て
実
践
研
究
を
行
う
公

立
小
・
中
学
校
を
指
定
し
、
そ
の
成
果

を
検
証
し
、
課
題
を
整
理
す
る
。

　

こ
の
事
業
に
お
け
る「
土
曜
授
業
」

は
、児
童
生
徒
に
代
休
日
を
設
け
ず
、土

曜
日
・
日
曜
日
を
活
用
し
、教
育
課
程
内

の
学
校
教
育
活
動
を
行
う
も
の
で
祝
祭

日
は
対
象
と
し
な
い
。こ
の
実
施
は
、　１０

月
か
ら
計
画
し
て
い
る
が
年
度
途
中
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、今
年
度
の
研
究
指

定
に
お
い
て
は
、基
本
的
に
当
初
計
画

し
て
い
る
教
育
課
程
の
中
で
揺
り
動
か

し
等
を
し
て
行
事
等
を
土
曜
授
業
に
充

て
る
考
え
で
計
画
作
成
を
し
て
い
る
。

　

県
教
育
委
員
会
の
モ
デ
ル
指
定
事
業

に
お
い
て
は
、
来
年
度
も
計
画
し
て
い

く
と
思
う
が
、
ま
だ
確
定
で
は
な
く
、

今
年
度
の
実
施
要
項
で
行
っ
て
い
く
の

か
ど
う
か
内
容
が
変
更
と
な
る
可
能
性

も
あ
り
、
今
後
、
国
・
県
の
動
向
を
見
な

が
ら
活
用
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

　

具
体
的
に
子
ど
も
議
会
・
ス
ポ
ー
ツ

教
室
等
の
提
案
が
あ
っ
た
が
子
ど
も
議

会
に
つ
い
て
は
学
校
、
地
教
委
、
議
会
、

町
執
行
部
の
理
解
を
得
た
う
え
で
授
業

時
数
の
中
で
時
間
を
確
保
す
る
な
ど
事

前
の
協
議
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
学

校
と
も
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
に
つ
い
て
も
当
然

協
議
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
が
土
曜
授
業
で
実
施
す
る
の
か
放
課

後
活
動
プ
ラ
ン
、
社
会
教
育
事
業
の
補

助
授
業
も
あ
る
中
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

も
含
め
考
え
て
い
き
た
い
。

地
方
版
こ
ど
も
・
子
育
て

会
議
の
導
入
に
つ
い
て

　
問　

平
成　

年
度
導
入
予
定
の
地
方
版

２７

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
は
、
新
支
援
制
度

と
し
て
実
施
主
体
の
市
町
村
が
地
元
の

子
育
て
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
、
平
成　

年
２６

度
半
ば
ま
で
に
事
業
計
画
を
策
定
し
、

国
の
会
議
・
議
論
と
並
行
し
、
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
た
子
育
て
施
策
を
話
し
合

う
た
め
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
置
く

こ
と
が
努
力
義
務
と
な
っ
て
い
る
が
現

在
の
当
町
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

会
議
を
設
置
す
べ
く　
　

検
討
を
始
め
て
い
る

答　

田
中
教
育
次
長

　

子
ど
も
子
育
て
会
議
の
設
置
に
お
い

て
は
、
現
在
、
努
力
義
務
と
な
っ
て
い

る
が
、
会
議
を
設
置
す
べ
く
検
討
を
始

め
て
い
る
。

　

こ
の
新
制
度
は
、
平
成　

年
８
月
に

２４

「
子
ど
も
・
子
育
て
３
法
」
が
可
決
・
成
立

し
公
布
さ
れ
、①
子
ど
も
子
育
て
支
援

法
、②
認
定
こ
ど
も
園
法
の
一
部
改
正

法
、③
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
及
び
認

定
子
ど
も
園
法
一
部
改
正
法
の
施
行
に

伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
、こ
の
３
法
に
基
づ
い
て
、
総
合
的
に

推
進
す
る
た
め
、
平
成　

年
度
に
ス

２７

タ
ー
ト
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成　

年
度
施
行
に
向
け
て
今
年
度

２７

中
に
「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」（
仮
称
）

を
条
例
化
・
設
置
し
、
地
域
の
子
育
て
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
・
分
析
を
行
い
、
結

果
を
踏
ま
え
た
審
議
を
経
て
、
平
成　
２６

年
９
月
ま
で
に
策
定
し
、平
成　

年
度

２６

中
に
体
制
を
整
え
る
こ
と
と
す
る
。

　

新
制
度
の
内
容
は
、
現
在
、
幼
稚
園

は
文
部
各
省
、
保
育
所
は
厚
生
労
働
省

と
管
轄
省
庁
が
分
か
れ
て
い
る
。

　

新
支
援
制
度
は
、
妊
婦
健
診
・
乳
幼

児
健
診
・
子
ど
も
手
当
・
幼
児
期
の
学
校

教
育
・
保
育
な
ど
全
般
で
あ
り
、
検
討

の
中
で
は
、
町
執
行
部
、
中
芸
広
域
連

合
、
そ
し
て
、
教
育
委
員
会
が
関
係
す

る
も
の
で
、
条
例
、
予
算
を
は
じ
め
、

ど
う
事
務
分
担
す
る
の
か
今
後
調
整
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

こ
の
新
制
度
に
つ
い
て
、
現
在
国
も

審
議
会
で
検
討
を
重
ね
て
お
り
、
県
・

町
と
し
て
も
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
よ

り
良
い
制
度
設
計
に
向
け
て
努
力
し
て

い
く
。

○
掲
載
以
外
の
質
問
に
つ
い
て
は
、

「
特
別
警
報
の
運
用
開
始
に
つ
い
て
」

　

の
質
問
を
行
っ
た
。

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許

岩内　　博　議員
土曜授業での子ども議会・
スポーツ教室の開催は？
関係機関の理解のうえ協議する／教育長
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問　

土
曜
授
業
活
用
の
あ
り
方
に
関
す

る
モ
デ
ル
事
業
を
奈
半
利
小
・
中
学
校
・

加
領
郷
小
学
校
が
年
度
途
中
で
あ
り
な

が
ら
指
定
を
受
け
た
。
こ
の
よ
う
な
重

大
な
問
題
は
、
拙
速
に
決
め
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

　

仮
に
土
曜
授
業
を
提
案
す
る
と
な
れ

ば
議
論
の
成
熟
を
待
ち
、
国
民
の
合
意

で
進
め
る
の
が
当
然
で
あ
る
。

　

①
土
曜
授
業
の
目
的
、
実
施
回
数
、

実
施
内
容
、
教
育
効
果
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

②
子
ど
も
た
ち
は
、
今
で
も
大
変
で

あ
る
。
負
担
を
押
し
つ
け
る
こ
と

に
な
り
は
し
な
い
か
。

　
　

週
休
二
日
制
の
趣
旨
に
反
す
る
点

は
な
い
か
。

　

教
職
員
の
勤
務
条
件
が
悪
化
す
る
懸

念
か
ら
反
対
意
見
が
根
強
い
と
言
わ
れ

て
い
る
が
現
場
教
職
員
と
の
話
し
合
い

は
十
分
か
。見
解
は
。

モ
デ
ル
事
業
実
施
後
、
成
果
・

課
題
を
検
証
し
て
い
き
た
い

　
　
　
　
　
　

答　

竹
﨑
教
育
長

　

今
年
度
の
研
究
指
定
校
は
、
完
全
実

施
と
い
う
の
で
は
な
く
、
事
業
の
成

果
、
課
題
を
検
証
す
る
と
い
う
も
の
。

そ
の
回
数
は
、　

月
か
ら
月
１
回
程

１０

度
、
２
月
ま
で
に
５
回
を
予
定
し
て
い

る
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
で
文
化

活
動
発
表
会
、
道
徳
授
業
、
参
観
日
な

ど
の
公
開
授
業
、
校
内
マ
ラ
ソ
ン
。
奈

半
利
小
学
校
で
は
、
公
開
授
業
、
防
災

訓
練
、
人
権
学
習
発
表
会
等
。
加
領
郷

小
学
校
は
、
学
び
場
教
室
、
防
災
訓
練
、

学
習
発
表
会
等
を
考
え
て
い
る
。

　

教
育
効
果
に
つ
い
て
は
、
授
業
時
数

が
増
え
、
先
生
方
の
多
忙
感
と
い
う
こ

と
が
言
わ
れ
る
中
で
そ
の
平
日
の
多
忙

感
を
解
消
し
、
子
ど
も
た
ち
の
多
様
な

体
験
が
確
保
で
き
、
平
日
の
ゆ
と
り
を

回
復
す
る
と
同
時
に
子
ど
も
た
ち
の
学

力
も
維
持
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
振
替
休
日
の
措
置
も
と
ら
れ
て
い

る
た
め
教
職
員
か
ら
の
反
対
意
見
は
な

い
と
聞
い
て
い
る
。

　

今
後
、
土
曜
授
業
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
計
画
し
て
お
り
、
成
果
、
課

題
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
き
た
い
。

国
保
、
水
道
料
の
値
上
げ

は
反
対

問　

政
府
は
、
社
会
保
障
を
全
面
的
に

切
り
捨
て
る
方
針
で
あ
る
。
生
活
保
護

費
の
切
り
下
げ
、
自
主
支
援
の
強
制
、

年
金
支
給
額
の
削
減
・
支
給
年
齢
引
き

上
げ
、
要
支
援
者
１
５
４
万
人
を
介
護

保
険
か
ら
除
外
し
利
用
料
を
値
上
げ
、

来
年
４
月
か
ら
消
費
税
を
８
％
に
引
き

上
げ
、
こ
れ
ら
に
よ
り
庶
民
の
生
活

は
、
深
刻
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ

の
よ
う
な
暴
走
政
治
は
、
何
と
し
て
も

食
い
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

上
に
奈
半
利
町
行
革
大
綱
で
国
保
、
水

道
料
の
値
上
げ
（
平
成　

年
〜　

年
）

２５

２７

が
発
表
さ
れ
た
。
国
の
方
針
、
町
の
行

政
改
革
を
実
施
さ
れ
る
と
な
れ
ば
住
民

に
と
っ
て
重
大
な
事
態
と
な
る
。
住
民

の
暮
ら
し
と
命
を
守
る
方
向
に
努
力
す

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

国
保
税
・
水
道
料
は
状
況

説
明
と
議
論
を
深
め
検
討

し
た
い

答　

齊
藤
町
長

　

国
民
健
康
保
険
は
、

①
無
職
者
、
失
業
者
、
非
正
規
雇
用
の

労
働
者
等
を
含
め
低
所
得
の
加
入
者

が
多
い
。

②
年
齢
構
成
が
高
く
、
医
療
水
準
が
高

い
。

③
所
得
に
占
め
る
保
険
料
の
割
合
が
重

い
。

と
い
う
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
毎
年
、

町
村
が
多
額
の
赤
字
補
填
の
繰
り
入
れ

を
行
っ
て
い
る
。
国
民
健
康
保
険
制
度

の
構
造
的
課
題
に
つ
い
て
国
へ
の
是
正

を
求
め
て
い
き
た
い
。
住
民
の
立
場
に

立
ち
国
・
県
の
動
向
を
常
に
見
定
め
て

更
に
周
辺
市
町
村
の
税
率
、
金
額
等
を

参
考
に
し
な
が
ら
国
民
健
康
保
険
の
健

全
化
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　

水
道
料
の
値
上
げ
に
つ
い
て
は
、
水

道
会
計
の
状
況
な
ど
の
十
分
な
説
明
と

議
論
を
深
め
、
皆
様
の
ご
理
解
の
も
と

検
討
し
て
い
き
た
い
。

▲クラブを指導する先生の休日は少ない

山中　　茂　議員
土曜授業実践モデル事業指定
拙速ではないか
モデル事業実施後、成果･課題を検証していきたい／教育長
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問　

町
道
・
悪
路
修
復
と
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
設
置
に
つ
い
て

　

①
町
道
宇
川
線
の
路
面
は
非
常
に
危

険
箇
所
が
多
い
が
修
復
し
な
い
の
か
、

ま
た
、
宇
川
線
沿
い
入
口
付
近
に
は

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
な
く
危
険
を
感
じ
る

が
万
一
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
早
急
な
対

策
が
必
要
で
は
。

　

②
樋
ノ
口
、芝
崎
地
区
、山
下
製
材
所

か
ら
西
に
入
る
農
道
の
改
修
計
画
は
。

　

③
町
道
佐
古
谷
線
は
、
町
の
総
合
計

画
に
よ
れ
ば
平
成　

年
か
ら　

年
度
の

２６

２７

改
修
計
画
と
な
っ
て
い
る
が
前
倒
し
に

よ
る
繰
り
上
げ
工
事
は
で
き
な
い
か
。

早
期
に
実
施
を

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

①
道
路
舗
装
修
繕
に
つ
い
て
は
、
全

面
修
復
の
方
向
で
修
繕
計
画
を
立
て
、

早
期
に
実
施
す
る
。
ま
た
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
区
懇
談

会
で
も
要
望
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
社

会
資
本
総
合
交
付
金
等
の
道
路
改
良
事

業
計
画
に
入
れ
て
、
改
良
実
施
に
向
け

て
精
査
し
て
い
く
。

　

②
芝
崎
１
号
線
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

年
３
月
に
国
の
景
気
回
復
対
策
と
し

２５て
事
業
を
前
倒
し
で
予
算
計
上
し
て
お

り
、
現
在
、
道
路
拡
幅
の
測
量
図
を
製

作
中
で
測
量
図
が
で
き
次
第
、
用
地
交

渉
を
予
定
し
て
い
る
。

　

③
町
道
佐
古
谷
線
よ
り
奥
の
道
路
に

つ
い
て
は
、
地
域
高
規
格
道
路
建
設
時

に
地
元
中
里
地
区
の
要
望
に
よ
り
計
画

し
た
も
の
で
、
実
施
に
つ
い
て
は
、
国
、

県
な
ど
の
補
助
事
業
を
検
討
し
て
い

る
、
道
路
拡
張
な
ど
用
地
確
保
が
必
要

で
あ
る
が
地
権
者
か
ら
の
合
意
な
ど
事

業
精
査
も
必
要
で
あ
る
が
、
計
画
段
階

か
ら
地
権
者
の
合
意
が
得
ら
れ
ず
進
ん

で
い
な
い
状
態
で
あ
る
。
今
後
、
町
と

し
て
は
工
事
実
施
に
向
け
、
問
題
を
解

決
し
て
い
く
よ
う
努
力
す
る
。

問　

佐
古
谷
川
改
修
並
び
に
砂
防
ダ
ム

建
設
、
土
砂
止
め
池
に
堆
積
し
て
い
る

土
砂
は
、
昨
年
９
月
議
会
の
質
問
以
来

手
付
か
ず
の
状
態
で
あ
る
。
今
後
も
放

置
し
て
お
く
の
か
。

新
し
い
砂
防
ダ
ム
建
設
を

要
望
し
て
い
く

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

佐
古
谷
川
砂
防
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て

は
、
昭
和　

年
代
に
建
設
さ
れ
た
と
思

３０

わ
れ
る
砂
防
ダ
ム
が
あ
る
が
、
既
に
満

砂
状
態
で
あ
り
、
今
後
、
高
知
県
に
対

し
新
し
い
砂
防
ダ
ム
建
設
を
要
望
し
て

い
く
。
ま
た
、
土
砂
止
め
に
堆
積
し
て

い
る
土
砂
は
、「
き
れ
い
な
町
を
つ
く

ろ
う
会
」
の
本
年
度
活
動
計
画
に
含
ま

れ
て
お
り
、
近
々
実
施
す
る
予
定
と
の

こ
と
で
あ
る
。

住
民
懇
談
会
の
検
証
は

問　

毎
年
５
月
に
実
施
し
て
い
る
住
民

懇
談
会
に
お
い
て
、
住
民
か
ら
の
具
申

や
要
望
を
ど
の
よ
う
に
検
証
し
て
い
る

の
か
。

　

①
参
加
者
が
僅
か
１
８
０
人
と
少
な

い
が
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
策
を
講
じ
て
い
る
の

か
。

　

②
住
民
か
ら
す
れ
ば
行
政
に
対
し
て

の
具
申
、
要
望
等
何
を
言
っ
て
も
無

駄
、
ま
た
、
住
民
懇
談
会
で
提
案
し
良

い
返
事
を
も
ら
っ
て
も
実
現
さ
れ
る
の

が
い
つ
の
こ
と
や
ら
と
の
苦
情
が
後
を

絶
た
な
い
が
こ
れ
ら
の
こ
と
が
住
民
の

行
政
離
れ
の
最
大
要
因
と
も
考
え
ら
れ

る
。
執
行
部
は
、
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
解
消
し
て
い
く
の
か
。

周
知
方
法
や
開
催
時
期
等

検
討
し
た
い

答　

太
田
総
務
課
長

　

①
住
民
懇
談
会
の
周
知
方
法
と
し
て

は
、
新
聞
の
チ
ラ
シ
、
町
内
掲
示
板
へ

の
掲
示
、
防
災
無
線
等
に
よ
る
参
加
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。
本
年
度
は
、　

会
１４

場
で
開
催
し
、
約
１
８
０
人
の
参
加
が

あ
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
町
政
に
対

し
有
意
義
な
意
見
等
の
提
案
を
い
た
だ

い
た
が
よ
り
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
多
く
の
意
見
、
提
案
を
い

た
だ
く
こ
と
が
今
後
の
町
政
の
参
考
と

も
な
り
、
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、

周
知
方
法
、
開
催
場
所
、
時
期
、
時
間

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

②
住
民
か
ら
の
要
望
や
意
見
に
つ
い

て
は
、
早
い
段
階
で
内
容
を
検
討
、
協

議
し
、
可
能
な
も
の
は
す
ぐ
に
対
応
し

て
い
る
。
し
か
し
、
内
容
に
よ
り
必
要

性
、
緊
急
性
、
公
平
性
、
予
算
状
況
、

法
律
や
規
則
等
の
制
約
な
ど
十
分
検
討

を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ

り
、
住
民
間
の
調
整
が
必
要
な
も
の
も

多
く
、
時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
る
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
実
現
で
き

な
い
要
望
も
あ
り
、
そ
う
し
た
こ
と
か

ら
住
民
の
皆
さ
ま
に
「
ス
ピ
ー
ド
感
が

な
い
」
、「
効
果
が
な
い
」
と
い
っ
た
印

象
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後

は
、
い
た
だ
い
た
意
見
、
要
望
に
つ
い

て
対
応
に
時
間
を
要
す
る
も
の
や
、
困

難
な
要
望
等
に
つ
い
て
は
、
住
民
の

方
々
に
分
か
り
や
す
く
丁
寧
な
説
明
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

竹内　哲夫　議員
町道・農道の悪路修復を
　　　　早期に実施を…／地域振興課長
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前田　勝亀　議員
財政規律と
　　行政改革について問う
地方債（借金）の適正な管理が重要／総務課長

問　

平
成　

年
度
の
地
方
交
付
税
と
臨

２４

時
財
政
対
策
債
は
、
前
年
度
比
で
、
１

億
１
、
２
０
０
万
円
の
減
額
、
本
年
度

は
、
５
、
５
０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ

た
。
当
町
の
収
入
全
体
の　

％
以
上
占

５０

め
る
こ
の
減
額
は
、
自
主
財
源
の
乏
し

い
町
に
と
っ
て
財
政
的
に
大
変
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。

　

総
合
計
画
の
実
施
計
画
で
一
般
財
源

が
平
成　

年
度
２
億
１
、
２
０
０
万

２５

円
、
平
成　

年
度
２
億
８
０
０
万
円
、

２６

平
成　

年
度
２
億
１
、
４
０
０
万
円
と

２７

な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
第
３
期
奈
半
利
町
行
政
改

革
大
綱（
平
成　

年
度
〜
平
成　

年
度
）

２５

２７

の
改
革
実
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
削
減
の
目

標
設
定
を
年
間
４
０
０
万
円
、
３
年
間

で
１
、
２
０
０
万
円
の
削
減
効
果
を
目

標
に
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
当
町
の
行
財
政
運
営
に
お
け

る
財
政
規
律
に
つ
い
て
基
本
的
な
認
識

を
問
う
。

地
方
債（
借
金
）の
適
正
な

管
理
が
重
要

　
　
　

答　

太
田
総
務
課
長

　

普
通
交
付
税
は
、
主
な
算
定
の
基
礎

と
な
る
人
口
の
減
少
や
交
際
費
に
対
す

る
交
付
税
措
置
の
減
少
に
よ
り
、
年
々

減
少
す
る
も
の
と
推
計
し
て
い
る
。

　

地
方
債
（
借
金
）
は
、
建
設
当
時
の

住
民
だ
け
が
費
用
負
担
す
る
の
で
は
な

く
、
施
設
を
使
用
し
て
い
く
将
来
の
住

民
に
も
負
担
し
て
も
ら
い
、
世
代
間
の

費
用
負
担
を
公
平
に
し
よ
う
と
す
る
面

も
あ
る
が
、
過
度
な
地
方
債
（
借
金
）

へ
の
依
存
と
な
ら
な
い
よ
う
中
長
期
の

見
通
し
を
た
て
、
地
方
債
（
借
金
）
の

適
正
な
管
理
が
重
要
で
あ
る
。

　

現
在
の
財
政
状
況
は
、
一
定
健
全
な

財
政
状
況
で
あ
る
が
、
自
主
財
源
が
乏

し
く
国
の
動
向
に
よ
り
大
き
く
左
右
さ

れ
る
。
引
き
続
き
県
税
財
政
を
推
進
す

る
た
め
、
普
通
交
付
税
の
見
通
し
と
公

債
費
負
担
の
面
か
ら
、
当
町
と
し
て
の

投
資
的
経
費
の
上
限
を
見
定
め
、
地
方

債
の
発
行
を
抑
制
し
、
国
・
県
の
有
利

な
財
源
や
税
収
な
ど
の
歳
入
確
保
と
歳

出
削
減
に
努
め
る
。

行
政
改
革
大
綱
の
事
務
の

外
部
委
託
は

問　

前
回
の
行
政
改
革
大
綱
で
は
、
検

討
を
要
す
る
課
題
と
し
て
業
務
の
見
直

し
に
よ
る
外
部
委
託
で
、
給
食
セ
ン

タ
ー
業
務
の
外
部
委
託
、
ご
み
収
集
の

委
託
化
の
項
目
が
あ
っ
た
が
、
今
回
の

行
政
改
革
大
綱
に
は
、
業
務
の
見
直
し

に
よ
る
外
部
委
託
に
つ
い
て
の
項
目
が

な
い
、
外
部
委
託
の
考
え
を
聞
く
。

事
業
の
外
部
委
託
を
検
討

す
る

答　

行
政
改
革
大
綱
に
お
け
る
外
部
委

託
の
基
本
的
な
考
え
は
、
事
業
の
外
部

委
託
の
方
向
性
に
変
わ
り
は
な
く
、
職

員
の
配
置
や
処
遇
に
つ
い
て
は
、
事
業

の
外
部
委
託
が
考
え
ら
れ
る
部
署
に
お

い
て
職
員
の
配
置
や
処
遇
を
考
慮
し
た

人
事
を
行
っ
て
い
る
が
在
職
の
職
員
の

意
向
も
あ
り
、
臨
時
職
員
を
任
用
し
実

施
し
て
お
り
、
今
後
も
行
政
改
革
の
観

点
か
ら
、
事
業
の
外
部
委
託
を
検
討
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問　

行
政
改
革
大
綱
の
平
成　

年
度
の

２７

財
源
不
足
額
１
億
１
、
２
０
０
万
円
の

根
拠
を
聞
く
。

答　

平
成　

年
度
の
財
源
不
足
の
主
な

２７

要
因
は
、
普
通
建
設
事
業
の
一
般
財
源

が
４
、
１
０
０
万
円
増
加
と
な
り
、
歳

入
に
お
い
て
、
地
方
交
付
税
が
前
年
度

比
５
、
７
０
０
万
円
減
少
す
る
も
の
で

あ
る
。

国
保
税
の
引
き
上
げ
を
行

う
の
か

問　

行
政
改
革
大
綱
に
よ
る
特
別
会
計

の
健
全
化
で
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の

国
保
医
療
費
と
保
健
税
負
担
の
適
正
化

に
つ
い
て
、
こ
の
３
年
間
で
保
険
税
の

引
き
上
げ
を
行
う
の
か
。

　

ま
た
、
消
費
税
が
８
％
に
増
税
さ
れ

た
ら
地
方
消
費
税
交
付
金
が
増
額
さ
れ

る
、
こ
の
財
源
を
国
民
健
康
保
険
事
業

へ
財
政
支
援
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

抜
本
的
な
制
度
改
革
を
見

届
け
る

答　

濱
内
住
民
福
祉
課
長

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
制
度
改
革
に

つ
い
て
社
会
保
障
制
度
国
民
会
議
の
報

告
の
中
で
、
国
民
健
康
保
険
の
県
一
化

に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
今
後

の
抜
本
的
な
制
度
改
革
が
行
わ
れ
て
、

構
造
的
な
課
題
が
解
消
さ
れ
な
い
限
り

は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
安
定
的
か

つ
持
続
性
を
確
保
す
る
た
め
多
角
的
な

方
策
と
し
て
、
国
保
税
の
見
直
し
作
業

を
行
う
時
期
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、税

負
担
の
公
平
感
、
被
保
険
者
の
ご
協
力

の
も
と
保
険
事
業
の
拡
大
と
実
行
を
高

め
、医
療
費
の
適
正
化
、滞
納
対
策
に
努

め
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
額

分
を
国
民
健
康
保
険
事
業
へ
の
財
政
支

援
に
つ
い
て
は
、
財
政
担
当
と
検
討
す

る
。　
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問　

以
前
よ
り
議
会
だ
よ
り
の
紙
面
を

通
し
て
、
議
会
の
傍
聴
に
来
て
ほ
し
い

と
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
が
、
い

ま
だ
議
場
に
足
を
運
び
傍
聴
に
訪
れ
る

住
民
は
、
年
間
で
僅
か　

人
余
り
と
非

１０

常
に
少
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
近
年
整
備
さ
れ
た
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
の
設
備
を
利
用
し
、
各
家
庭

に
配
信
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
議
場

に
足
を
運
ば
ず
と
も
家
庭
に
居
な
が
ら

に
し
て
多
く
の
住
民
が
本
会
議
を
傍
聴

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ
う
に
し

て
も
ら
え
れ
ば
と
の
住
民
の
声
も
多
く

聞
か
れ
る
。

　

町
執
行
部
と
議
会
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
互
い
に
協

議
を
行
い
、
本
会
議
の
各
家
庭
へ
の
放

送
実
現
に
向
け
、
早
急
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

　

従
前
で
あ
れ
ば
、
議
会
を
放
送
す
る

た
め
だ
け
の
設
備
投
資
と
し
て
考
え
れ

ば
、
必
要
と
す
る
経
費
は
莫
大
で
あ

り
、
実
現
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
現
在
に
お
い
て
は
、
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
事
業
に
よ
り
Ｆ
Ｍ
告
知

端
末
が
各
家
庭
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、

放
送
を
実
現
す
る
こ
と
は
容
易
に
な
っ

た
と
思
う
が
、
実
施
す
る
考
え
は
。

　
 

議
会
と
執
行
部
間
で
協
議

検
討
を

答　

太
田
総
務
課
長

　

地
方
分
権
が
進
め
ら
れ
る
中
、
地
方

自
治
体
の
自
主
性
・
自
律
性
が
飛
躍
的

に
拡
大
し
、
こ
れ
に
伴
い
、
議
会
の
権

限
が
及
ぶ
範
囲
も
大
幅
に
拡
大
さ
れ
、

か
つ
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
全
国
の

地
方
議
会
で
、
議
会
基
本
条
例
を
制
定

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
会
活
性
化

へ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
一
環
と
し
て
本
会
議
の
状
況
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利

用
し
て
中
継
を
実
施
し
て
い
る
議
会
も

増
加
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
事
業
で
整
備
し
た
Ｆ
Ｍ
告
知
端
末
を

利
用
し
、
本
会
議
の
状
況
を
各
家
庭
に

放
送
す
る
こ
と
は
、
技
術
的
に
は
可
能

で
あ
る
。
た
だ
し
、
放
送
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
こ
れ
に
伴
う
経
費
が
必
要

と
な
る
。

　

正
確
な
数
字
を
算
出
す
る
に
は
詳
細

な
調
査
を
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
時

点
で
は
、
約
１
５
０
万
円
程

度
の
整
備
費
で
利
用
が
可
能

で
あ
る
と
試
算
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
議
会
の
活
性
化

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

本
会
議
の
中
継
の
件
も
含

め
、
議
会
運
営
基
準
や
議
会

基
本
条
例
の
制
定
な
ど
に
つ

い
て
現
在
、
奈
半
利
町
議
会

に
お
い
て
協
議
を
行
っ
て
い

る
と
聞
い
て
お
り
、
そ
の
結

果
い
か
ん
で
議
会
と
執
行
部

間
で
の
協
議
の
場
を
設
け
て

い
た
だ
き
、
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

大西　洋三　議員
議会本会議をブロードバンドで
各家庭に配信する考えは
議会と執行部間で協議検討を／総務課長

▲傍聴に訪れる人は少ない

議会を傍聴してみませんか ！

場所は、役場３階です
詳しくは、議会事務局：　38－8183まで

どのように会議を行っているのか、直接その様子を見たり、どのように会議を行っているのか、直接その様子を見たり、
聞いたりできます。ぜひ傍聴に足をお運びください。聞いたりできます。ぜひ傍聴に足をお運びください。
どのように会議を行っているのか、直接その様子を見たり、
聞いたりできます。ぜひ傍聴に足をお運びください。
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問　

住
民
の
声
を
届
け
る
質
問
の
重
要

性
を
議
会
で
一
般
質
問
し
た
が
再
度
聞

く
。
ふ
る
さ
と
海
岸
に
公
衆
便
所
の
建

設
を
要
望
し
た
が
そ
の
後
の
取
り
組
み

が
見
え
て
こ
な
い
。
ふ
る
さ
と
海
岸
を

活
用
し
、
観
光
振
興
事
業
の
推
進
を
目

的
と
し
た
体
験
型
観
光
施
設
と
し
て
海

浜
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
、
ま
た
、
中

芸
観
光
協
議
会
の
設
立
に
よ
る
積
極
的

な
取
り
組
み
で
交
流
人
口
の
拡
大
に
努

め
て
い
る
。
そ
の
海
浜
セ
ン
タ
ー
は
、

　

月
か
ら
３
月
ま
で
の
間
、
運
営
が
休

１０止
さ
れ
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

そ
の
た
め
、
毎
日
の
日
課
で
ふ
る
さ

と
海
岸
を
散
歩
し
て
い
る
人
た
ち
か
ら

ト
イ
レ
が
な
く
困
っ
て
い
る
と
い
う
声

が
聞
か
れ
る
。
町
民
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
よ
り
身
体
を
鍛
え
健
康
な
体
を
守
る

と
い
う
こ
と
は
国
民
健
康
保
険
の
医
療

費
抑
制
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
考

え
に
よ
り
、
平
成　

年
９
月
に
一
般
質

２４

問
を
行
い
、
要
請
も
行
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
１
年
以
上
経
過
し
た
今
、

そ
の
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

海
浜
セ
ン
タ
ー
周
辺
へ
の
ト
イ
レ
の
建

設
に
は
い
つ
取
り
組
む
の
か
。

補
助
事
業
を
模
索
し
建
設
に

向
け
努
力
し
て
い
き
た
い

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

海
浜
セ
ン
タ
ー
屋
外
へ
の
ト
イ
レ
設

置
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
９
月
議
会

２４

に
お
い
て
一
般
質
問
を
受
け
、
補
助
事

業
に
よ
る
建
設
を
計
画
し
、
県
の
補
助

事
業
を
模
索
す
る
中
、
観
光
関
連
事
業

で
の
補
助
金
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

実
施
可
能
か
ど
う
か
本
年
７
月　

日
に

１１

県
の
担
当
者
と
協
議
を
行
っ
た
。
観
光

関
連
事
業
で
は
ハ
ー
ド
事
業
対
策
と
し

て
の
採
択
は
難
し
い
と
の
回
答
で
あ

り
、
建
設
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
今
後
に
お
い
て
も
ト
イ
レ

の
設
置
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
補
助
事
業
を
模
索
し
、
情
報
を
得
て

建
設
に
向
け
努
力
し
て
い
き
た
い
。

奈
半
利
町
の
今
後
の
環
境

美
化
に
つ
い
て
問
う

問　

平
成　

年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き

２１

た
緊
急
雇
用
事
業
臨
時
職
員
対
策
（
雑

草
木
の
除
去
、
清
掃
）
が
９
月
末
を

も
っ
て
終
わ
る
と
聞
く
。
事
業
の
開
始

に
よ
り
約
５
年
も
の
間
、
奈
半
利
町
の

環
境
は
美
し
く
守
ら
れ
、
維
持
さ
れ
て

き
た
。
こ
の
事
業
が
終
了
し
た
後
、
町

の
環
境
美
化
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
今

後
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

　

雑
草
木
の
除
草
、
伐
採

は
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
対

策
を
考
え
取
り
組
み
、
管
理

し
て
い
く
の
か
、
そ
の
考
え

を
問
う
。

関
係
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
町
内
環
境
美

化
活
動
の
継
続
を
検

討
す
る

　
答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

高
知
県
緊
急
雇
用
創
出
臨

時
特
例
基
金
事
業
に
お
け
る

環
境
維
持
、
保
全
事
業
、
河

川
砂
利
泥
対
策
整
備
事
業
な
ど
同
様
の

雇
用
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
８

２１

月
か
ら
事
業
が
始
ま
り
、
平
成　

年
９

２５

月
で
終
了
す
る
予
定
で
す
。
月
数
に
す

る
と
約
３
１
６
カ
月
の
雇
用
が
確
保
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

事
業
内
容
と
し
て
は
、
草
刈
り
等
の

管
理
が
で
き
て
い
な
い
町
有
地
及
び
林

道
等
の
草
刈
り
清
掃
事
業
、
ま
た
、
過

疎
、
高
齢
化
等
に
よ
り
地
域
で
管
理
で

き
て
い
な
い
用
水
路
の
清
掃
作
業
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
内
容
で
、
町
内
全
域
に
わ

た
り
地
域
の
要
望
に
応
え
て
き
た
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
現
在
で
は
、
町
内
の

美
化
、
施
設
の
機
能
改
善
な
ど
が
図
ら

れ
、
住
民
生
活
に
大
き
な
良
い
効
果
が

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

町
内
美
化
等
に
よ
る
雇
用
で
は
、
平

成　

年
度
か
ら
震
災
等
緊
急
雇
用
対
応

２４
事
業
と
し
て
実
施
し
て
き
た
が
国
へ
の

不
適
切
な
雇
用
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ

り
、
高
知
県
か
ら
の
指
導
も
あ
っ
て
、

当
町
で
は
、
平
成　

年　

月
よ
り
適
用

２５

１０

し
な
い
こ
と
と
し
た
。

　

結
果
、
町
内
美
化
、
施
設
機
能
改
善

な
ど
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
る
が
今
後
は
、
国
、
県
の
動
向
を

注
視
し
、
情
報
を
得
な
が
ら
同
様
の
事

業
を
模
索
し
つ
つ
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
り
、
町
内
環
境
美
化
活
動
の
継
続

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

中川　和明　議員
海浜センターの外にトイレを
補助事業を模索し建設に向け
　努力していきたい／地域振興課長

▲ふるさと海岸
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元気いっぱい　
幼稚園・小学２

年生芋掘り

元気いっぱい　
幼稚園・小学２

年生芋掘り

平成２5年度
　米ケ岡農業

体験日記

平成２5年度
　米ケ岡農業

体験日記

平成２5年度
　米ケ岡農業

体験日記
　

今
年
も
、
米
ケ
岡
の
農
業
体
験
に
よ
る
収

穫
の
時
期
が
来
ま
し
た
。

小
学
４
・
５
年
生

稲
刈
り
・
牛
と
の
触
れ
合
い
を

通
じ
て
い
の
ち
の
大
切
さ
と
農

業
を
学
ぶ

　

１０
月
１
日
（
火
）
に
奈
半
利
小
学
校
５
年

生
と
加
領
郷
小
学
校
４
・
５
年
生
が
、
稲
刈

り
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
田
ん
ぼ
で
は
、
お
米
と
も
ち
米

の
苗
を
一
緒
に
植
え
て
い
る
の
で
、
最
初
に

区
別
の
仕
方
か
ら
勉
強
し
、
し
っ
か
り
分
け

て
ハ
ゼ
に
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
落

ち
て
い
る
穂
も
一
生
懸
命
拾
い
、
最
後
ま
で

頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
午
後
か
ら
は
、
土
佐
あ
か
う
し
と

の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
い
の
ち
の
大
切
さ
と

地
元
の
農
業
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
Ｊ
Ａ
土

佐
あ
き
肉
用
牛
部
会
奈
半
利
支
部
と
県
畜
産

振
興
課
等
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
体
験
や
土
佐
あ

か
う
し
と
触
れ
合
う
体
験
等
を
行
い
ま
し

た
。

　

お
昼
ご
は
ん
に
、
土
佐
あ
か
う
し
、
奈
半

利
の
取
れ
た
て
の
新
米
を
使
っ
て
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
体
験
を
行
い
、
竹
崎
稔
さ
ん
の
生
後

間
も
な
い
子
牛
の
や
わ
ら
か
い
毛
に
触
れ
た

り
、
心
臓
の
音
を
聞
い
た
り
と
い
ろ
い
ろ
な

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

竹
崎
稔
さ
ん
は
、
今
後
も
こ
う
い
う
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

小
学
４
・
５
年
生
は
、
一
日
で
い
ろ
い
ろ

な
農
業
体
験
が
で
き
、
農
業
の
第
一
歩
を
踏

み
出
せ
ま
し
た
。

　

中
学
１
年
生
の
稲
刈
り
・
脱
穀
体
験
は
天
候
不
良
の
た

め
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
小
学
４
・

５
年
生
と
中
学
１
年
生
が
愛
情
と
丹
精
込
め
た
自
信
作
「
ヨ

ネ
ガ
オ
カ
米
」
を
取
れ
た
て
産
地
直
送
で
給
食
へ
お
届
け

し
ま
す
。
み
ん
な
お
い
し
い
ご
飯
を
一
粒
も
残
さ
ず
食
べ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

地域の方、関わっていただいた関係者の方々にご協力感謝いたします

ン ト
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元気いっぱい　
幼稚園・小学２

年生芋掘り

元気いっぱい　
幼稚園・小学２

年生芋掘り

元気いっぱい　
幼稚園・小学２

年生芋掘り

平成２5年度
　米ケ岡農業

体験日記

平成２5年度
　米ケ岡農業

体験日記
　

１０
月
１１
日
（
金
）
に
小
学
２
年
生
、

１０
月
１７
日
（
木
）
に
幼
稚
園
児
が
米
ケ

岡
で
芋
掘
り
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

小
学
２
年
生
は
雨
天
の
た
め
２
日
後

に
延
期
と
な
り
、
当
日
も
曇
っ
て
い
ま

し
た
が
、
雨
が
降
り
出
す
ま
で
に
児
童

た
ち
は
大
き
な
お
芋
を
一
つ
一
つ
丁
寧

に
掘
り
な
が
ら
興
奮
し
て
い
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
児
は
芋
掘
り
を
し
た
後
、
保

護
者
が
作
っ
た
カ
レ
ー
を
み
ん
な
口
い
っ

ぱ
い
に
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。
芋
掘
り
の

作
業
を
し
た
後
だ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
お

な
か
を
す
か
し
て
、
お
か
わ
り
す
る
子

ど
も
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
た
く
さ
ん
の
お
芋
を
掘
り
、

袋
い
っ
ぱ
い
の
お
芋
を
頑
張
っ
て
持
ち
帰

り
ま
し
た
。

イ ベ
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

平
成
25
年
度
奈
半
利
町
表
彰
式
開
催

　

環
境
先
進
企
業
と
の
協
働
の
森
づ
く
り
事
業

　

11
月
２
日（
土
）、奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成

25
年
度
奈
半
利
町
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
表
彰
は
、長
き
に
わ
た
り
奈
半
利
町
の
た
め
に
貢
献
さ
れ

た
団
体
・
個
人
の
活
動
を
称
え
、表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

本
年
度
、町
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、団
体
で
は
、住
環
境

の
保
全
に
寄
与
さ
れ
た
１
団
体
、個
人
で
は
社
会
福
祉
・
教
育
振

興
に
寄
与
さ
れ
た
２
人
の
方
々
で
す
。

　

ま
た
、教
育
振
興
や
人
材
育
成
等
の
た
め
に
多
額
の
寄
付
を

い
た
だ
い
た
２
人
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
Ｊ
Ｔ
の
森　

奈
半
利　

2
0
1
3

年
秋
の
森
林
保
全
活
動
」
が
11
月
16
日

（
土
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
10
月
に
、
日
本
た
ば
こ
産

業
株
式
会
社
（
Ｊ
Ｔ
）
／
郷
分
生
産
森

林
組
合
／
奈
半
利
町
／
高
知
県
の
4
者

は
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
定
を
更
新
し
、
協

働
で
奈
半
利
町
内
の
約
2
0
0
h
a
の

森
林
を
「
Ｊ
Ｔ
の
森　

奈
半
利
〜
サ
ン

ゴ
を
守
る
森
〜
」
と
名
づ
け
、
森
林
保

全
に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
四
国
4

県
の
支
店
な
ど
か
ら
社
員
や
家
族
50
人

が
参
加
し
、
山
で
の
間
伐
活
動
、
奈
半

利
川
の
清
掃
・
鮎
の
産
卵
場
視
察
、
ふ

る
さ
と
海
岸
の
清
掃
・
サ
ン
ゴ
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

○団体
　奈半利中学校
○個人
　宮崎　恒吉さん（横　町）

　南　　宣仁さん（平　松）
【感謝状の贈呈】
　山本　逸子さん（横　町）
　前田　　栄さん（上長田）

　

作
業
終
了
後
は
、
米
ケ
岡
で
収
穫
さ
れ

た
お
米
で
作
っ
た
、
お
に
ぎ
り
や
豚
汁
で

昼
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
、
環
境
学
習
や
木
工
体
験
な

ど
を
行
い
、
山
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。
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認定こども園なはり便り認定こども園なはり便り

　１０月６日（日）、幼稚園・保育所の合同運動会が行われ
ました！心配されていたお天気も当日は晴天となり、例年
以上に大勢の方の参観もあって、にぎやかな運動会となり
ました。保育所の子どもたちは、自分でできることも増え
てきて、大好きな先生と一緒にかけっこや踊りなど頑張り
ました。幼稚園の子どもたちは、様々な競技の中でも竹
ポックリ・一本下駄・竹馬で練習の成果を出していて、成長
を感じたことでした。
　たくさんの方の応援も子どもたちの力となり、いつも以
上にハッスルして楽しい運動会になりました。保護者の方
や地域の皆さんのおかげです。ありがとうございました。

　９月１２日（木）、愛光園の敬老会に、たんぽぽ
組（３歳児）・ひまわり組（４歳児）の園児が参加
し、１６日（月）には町の敬老会にさくら組（５歳
児）の園児が参加しました。

げんきがいちばんいっとうしょう！！幼稚園 保育所

おじいちゃん・おばあちゃん
　　　　 いつまでもお元気で ！

　愛光園では、ひまわり組が「よっちょれよさこい」を踊り、
たんぽぽ組は「ひょっこりひょうたん島」の踊りと「とんぼの
めがね」を歌いました。会場のおじいちゃん・おばあちゃんか
ら「ありがとう！」と園児に声がかかり、園児も大喜びでし
た。
　町の敬老会では、男の子が大好きなヒーローのゴーバス
ターになり、女の子が傘を持って素敵な衣装を着てかわいく
踊りました。踊っている最中にも拍手を送っていただき、子
どもたちも嬉しそうでした。
　どちらも大勢のお年寄りを前に緊張した面持ちの子ども
たちでしたが、元気いっぱいの姿を見ていただきました。こ
れからも地域のお年寄りとの交流を大切にしていきたいと
思います。
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中芸観光協議会だより
　TEL　0887-38-3306　FAX　0887-38-3307
　HP　http://www.chugeikanko.com/ 
　E-mail chugeikanko@gol.com

●田野町製塩施設…9月7日にオープンした製塩施設では見学・体験がお楽
　　　　　　　　　しみいただけます。
●田野町ふれあいセンター前広場…イルミネーション・フェスタ／12月下旬

～1月中旬
●安田町旧中山中学校体育館・校舎周辺…山芋祭り／12月8日
●安田町東島…シャモ闘鶏／12月1日（毎週日曜日、6月まで）
●中岡慎太郎館…企画展『戦場からの手紙』／11月13日～1月13日
●北川村温泉ゆずの宿…ゆず風呂／11月1日～12月３０日
　　　　　北川さんちのお台所／12月1日・8日・15日・22日、1月5日
●馬路温泉…バラ風呂／毎月1日（3月まで）　　
　　　　　　ゆず風呂／12月22日
●奈半利町…ホテル・なはり　古今亭文菊独演会／12月1日
　　　　　　町並み散策、サンゴウオッチング／通年

第１回高知家の食卓県民総選挙のお知らせ

　中芸観光協議会は４月以降、中芸地域内外で観光ＰＲ
を実施しました。県内外観光客延べ約 2,300 人にパン
フレット・ＰＲ用うちわを配布し、中芸地域を知ってもら
う、興味を持ってもらう、来てもらう取り組みを実施し
ました。

黒笹慈幾氏講演会
開催しました！

　釣りバカ日誌の浜ちゃんのモデルと言われ、
東京から高知に家族で移住された黒笹慈幾氏
に８月２７日、ホテルなはりで「地域資源をいか
した中芸地域のファンづくり」と題して講演を
していただきました。５３人の地域づくりに関
心のある人たちにご出席をいただき、貴重な
提言をいただきました。

2013年11月発行

第2号
中芸観光協議会　会長

籠尾　信之

　観光客向けにおススメの美味しい店舗を来年1月県民が選挙（「さんSUN高知」に投票用紙を印
刷し配布・役場に投票所設置・投票受付）し、3月「土佐のお客」で発表。４月からPR開始。
　住民の皆さん、中芸の美味しいお店に投票して盛り上げましょう！

月

月

1

　住民の皆さん、こんにちは！中芸観光協議会だより第２号をお届けします。
　住んでいる町や村のことだけでなく中芸地域他町村のイベントにも出向いて他町村のことを知ってい
ただき、交流を深めて町村外・県外の知人の方々に中芸地域をPRし遊びにお出でいただきますようお
願いいたします。

◆

中
芸
地
域
内
◆

イ
ベ
ン
ト
情
報

12

５月　田野町
田野駅屋臨時観光案内所

８月　高知市
よさこい祭り

８月　東洋町
サーフィン大会

９月　室戸市
黒市
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介護や老後のことで不安はありませんか
＊中芸広域連合地域包括支援センターより＊

　

 中芸広域連合地域包括支援センター
   田野町 1828 番地 6（田野町役場東隣）  ☎３２－１２４４

～高齢者への虐待を防ぐために～

中  芸地区の高齢化は進んでいます
　中芸地区は、全国の高齢化率（２４．１％）に比べ、４０％弱と高い高齢化率にな
っています。その中でも奈半利町の高齢化率は３８．２％もあり、 町内２６地区中
１５地区は高齢化率が４０％を超え全国平均の２倍以上となっています。年を重
ねてもお互いが支え合いながら生活していかなくてはならない現状があります。

高  齢者虐待はあなたの身近で起きています
　「高齢者虐待」と聞いても、新聞やテレビで目にする他人事のように思いがちですが、中芸地
区でも毎年虐待の相談があり、平成２１年からの５年間で虐待件数は１６件にものぼります。そ
の８割の事例が夫や息子など男性介護者によるものです。原因としては慣れない介護による負
担や認知症への対応がわからないなど、介護をする上で誰しもが経験するであろうことが挙げ
られます。身近でおきる高齢者虐待は誰もが直面するかもしれない問題であり、虐待者への支
援も必要です。

介  護の不安をかかえこんでいませんか？
　高齢者との生活、特に介護を必要とした
場合その生活は考える以上に大変です。
認知症の方への対応など家族だけで支え
るのには限界があります。家族で問題を抱
え込まず、福祉・介護のサービスや専門
機関や地域のネットワークの力を借りるこ
とも大切です。また、地域の方の見守りや
声かけで介護者の気持ちが楽になること
もあります。地域全体で支えあっていくこ
とが大切です。

み  んなで防ごう高齢者虐待
　虐待による最悪の事態を防ぐためには、地域の方をはじめ周囲の皆さんの協力が必要になり
ます。それぞれの立場でできることをやっていく。小さな積み重ねが誰かの心の支えになり、虐
待の防止にもつながっていきます。また、高齢者虐待は児童虐待と同じように住民の方にも通報
の義務があります。「ちょっと心配だな」と気になる時はいつでも地域包括支援センターにご連
絡ください。守秘義務により誰が連絡したかなどが周囲に漏れることは決してありません。安心
して連絡してください。

★高齢者のことならなんでもご相談ください★
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　公共施設や店舗などに設置されている障害者等用の駐車スペースに、本来は利用の対象となら
ない方が駐車をしているために、そのスペースを本当に必要とする方が利用できないという問題が
生じています。
　このため、県内で共通する利用証を交付して対象者を明らかにすることで、障害のある方や、高
齢のため移動に配慮が必要な方などが、安心して障害者等用の駐車スペースを利用できる環境を
整備していこうという取り組みです。

【利用証交付対象者】
　●身体障害、知的障害、精神障害、発達障害があり、
　　移動に配慮が必要と認められる方
　●高齢により移動に配慮が必要と認められる方
　●難病により移動に配慮が必要と認められる方
　●妊産婦、けがなどにより一時的に移動に配慮が
　　必要と認められる方

利　用　証
ルームミラーにかけるなど、外から見えるよ
うに掲示します。

駐車場案内表示
施設管理者は、駐車スペースに案内表示をします。

（車いす使用者：青）（車いす不使用：緑） 車椅子スペース用 プラスワンスペース用

高知県では、
「こうちあったかパーキング制度」

を実施しています。
こうちあったかパーキング制度とは…

■制度・申請に関する詳しいお問い合わせは下記までご連絡ください。
　　役場住民福祉課　38‐8181  
　　安芸福祉保健所　健康障害課　0887‐34‐3177
　　県障害保健福祉課　088‐823‐9663　　　　　　　　　　

【申請窓口】
　●役場住民福祉課
　●安芸福祉保健所　健康障害課
　　（安芸市矢ノ丸1丁目4‐36）
　●県障害保健福祉課
　　（高知市丸ノ内1‐2‐20　高知県庁内）

　　　●お問い合わせ先　 高知労働局雇用均等室　　☎０８８－８８５－６０４１

ご存じですか！　パートタイム労働法 Ｑ＆Ａご存じですか！　パートタイム労働法 Ｑ＆Ａご存じですか！　パートタイム労働法 Ｑ＆Ａ
パートで働いています。自分の賃金や待遇について疑問に思うことがいくつかあるのですが、説明を
求めることはできますか？

事業主はパートタイム労働者から求められた場合、待遇の決定に当たって考慮した事項について説明
をしなければならないとパートタイム労働法で定められています。

Q

A

こうちあったかパーキング駐車場

高知県

Parking Permit

 この駐車場は、こうちあったか
パーキング利用証または他県の
パーキングパーミット制度利用証
をお持ちの方が利用できます。

 この駐車場は、こうちあったか
パーキング利用証または他県の
パーキングパーミット制度利用証
をお持ちの方が利用できます。

こうちあったかパーキング駐車場

高知県

Parking Permit
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証
明
書
が
送
付
さ
れ
る
時
期　

▼
平
成　

年
１
月
１
日
〜
９
月　

日
ま

２５

３０

で
に
納
付
し
た
方

証
明
書
が　

月
上
旬
ま
で
に
送
付
さ

１１

れ
ま
す
。

▼
平
成　

年　

月
１
日
〜　

月　

日
ま

２５

１０

１２

３１

で
に
今
年
は
じ
め
て
納
付
し
た
方

平
成　

年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま

２６

す
。

※
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
場
合
で
も
、
納
付
し
た
ご
本

人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て

に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の

う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご
照
会

は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示

さ
れ
て
い
る
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
証
明
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
年
金

事
務
所
で
再
発
行
で
き
ま
す
。　

■
平
成　

年　

月
分
か
ら
の 

２５

１０

 

年
金
額
の
改
定
に
つ
い
て　

　

現
在
の
年
金
額
は
、
過
去
に
物
価
が

下
落
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
金
額

を
据
え
置
い
た
こ
と
で
、
本
来
の
水
準

よ
り
も　

％
高
い
水
準
（
特
例
水
準
）

２．５

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
の
法
律
改
正
で
、
平
成　

２４

２５

年　

月
、
平
成　

年
４
月
お
よ
び
平
成

１０

２６

　

年
４
月
に
段
階
的
に
特
例
水
準
を
解

２７消
す
る
こ
と
に
よ
り
、
年
金
財
政
の
改

善
を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
の
受
給
者

と
な
る
若
い
世
代
に
も
考
慮
し
て
、
世

代
間
の
公
平
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成　

年　

月
分
以
降

２５

１０

と
し
て
お
支
払
い
す
る
年
金
額
は
、
４

月
か
ら
９
月
ま
で
の
額
か
ら
、
マ
イ
ナ

ス　

％
の
改
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

１．０

　

今
後
の
解
消
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

平
成　

年
４
月
マ
イ
ナ
ス　

％
、
平
成

２６

１．０

　

年
４
月
マ
イ
ナ
ス　

％
を
予
定
し
て

２７

０．５

い
ま
す
。

（
物
価
・
賃
金
が
上
昇
し
た
場
合
に
は
、

引
き
下
げ
幅
は
縮
小
し
ま
す
。）

平
成　

年　

月
分
か
ら
の

２５

１０

年
金
額
改
定
に
関
す
る　

Ｑ
＆
Ａ

●Q
 

な
ぜ
、
平
成　

年　

月
分
か
ら
の
年

２５

１０

金
額
が
下
が
っ
た
の
で
す
か
。

○A
 

現
在
の
年
金
額
は
、
物
価
下
落
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
年
金
額
を
据
え
置
い
た

こ
と
で
、
法
律
が
本
来
想
定
し
て
い
る

水
準
よ
り
も　

％
高
い
水
準
と
な
っ
て

２．５

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成　

年　

月

２４

１１

に
法
律
改
正
が
行
わ
れ
、
現
役
世
代
の

将
来
の
年
金
額
の
確
保
に
つ
な
げ
、
世

代
間
の
公
平
を
図
る
た
め
に
、
平
成　
２５

年　

月
分
以
降
と
し
て
お
支
払
い
す
る

１０
年
金
額
は
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
額

か
ら
、
マ
イ
ナ
ス　

％
の
改
定
が
行
わ

１．０

れ
ま
す
。

●Q
 

い
つ
の
年
金
支
払
い
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
か
。

○A
 

改
定
後
の
年
金
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

年　

月
（　

月
分
、　

月
分
）
か
ら

２５

１２

１０

１１

の
お
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

●Q
 

新
し
い
年
金
額
の
お
知
ら
せ
は
、
い

つ
送
付
さ
れ
ま
す
か
。

○A
 

改
定
後
の
年
金
額
は
、
年
金
額
改
定

通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

年
金
額
改
定
通
知
書
は
、　

月　

日

１２

１３

の
支
払
い
に
向
け
、
原
則
と
し
て
、
年

金
振
込
通
知
書
と
一
体
と
な
っ
た
お
知

ら
せ
（
ハ
ガ
キ
）
で
、　

月
４
日
以
降

１２

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
順
次
、
年
金

受
給
者
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
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鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
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鴫
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鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
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鴫

〜
戦
傷
病
者
等
の
妻
の
皆
様
へ
〜 

「
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る 

　

特
別
給
付
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す

　　

「
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
」
は
、
生
涯
の
伴
侶
で
あ
る
夫

が
障
害
の
状
態
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

日
常
生
活
上
の
介
助
、
看
護
及
び
家
庭

の
維
持
等
の
た
め
に
払
っ
て
き
た
戦
傷

病
者
の
妻
の
方
々
の
精
神
的
痛
苦
に
対

し
、
国
と
し
て
特
別
の
慰
藉
を
行
う
た

め
、
そ
の
方
に
特
別
給
付
金
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。

◎
支
給
さ
れ
る
特
別
給
付
金

∧
第　

回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券

１３

「
か
号
」
∨※

５
年
償
還
、
５
万
円
。

「
第　

回
特
別
給
付
金
」
ま
た
は
「
第

１８

　

回
特
別
給
付
金
」
を
受
け
て
い
た
戦

２０傷
病
者
の
妻
の
方
で
、
平
成　

年
４
月

１５

１
日
か
ら
平
成　

年
９
月　

日
ま
で
の

１８

３０

間
に
、
戦
傷
病
者
で
あ
る
夫
が
一
般
の

怪
我
や
病
気
で
亡
く
な
ら
れ
た
（
平
病

死
さ
れ
た
）
方

受
付
期
間

平
成　

年　

月
１
日
か
ら

２３

１０

 

平
成　

年
９
月　

日
ま
で

２６

３０

※
期
間
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
り
受
給

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

受
付
窓
口

　

奈
半
利
町
役
場
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遺
児
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よ
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慰
霊
友
好
親
善
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て

　

日
本
遺
族
会
は
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戦
没
者
遺
児
に

よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
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同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助

を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で

父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対

象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域

を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も

に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は

か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

費
用
は
、
参
加
費
と
し
て
９
万
円
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日
程
等
の
詳
細
は
、
日
本
遺
族
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事

務
局
０
３
・
３
２
６
１
・
５
５
２
１
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で
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お
申
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込
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お
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ま
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各
都

道
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県
遺
族
会
へ
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「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」が
発
行
さ
れ
ま
す

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！
〜

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。（
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら　

月　

日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が

１２

３１

対
象
で
す
。）

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
を
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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●問い合わせ先　高知県健康政策部健康対策課　ＴＥＬ 088－823－9674
　　　　　　　   中芸広域連合保健福祉課　　   ＴＥＬ 0887－38－8212

●問い合わせ先　安芸福祉保健所　ＴＥＬ 34－3175

【情報提供】 : 中芸広域連合保健福祉課　☎38－8212

がん検診のお知らせ
　　　　　
がん検診のお知らせ
　　　　　
がん検診のお知らせ
　　　　　

「肝炎ウイルス検査」がまだのあなた！
　　　　　　　　　今すぐ受けましょう
「肝炎ウイルス検査」がまだのあなた！
　　　　　　　　　今すぐ受けましょう
「肝炎ウイルス検査」がまだのあなた！
　　　　　　　　　今すぐ受けましょう

　今年度のがん検診を受診していない方を対象に、下記日程でがん検診を実施します。
　今回の検診は、住所地以外の会場でも受診ができますので、お勤め先に近い会場など、
ご都合に合わせて受診会場を決めてお申し込みください。 事前の申し込みが必要ですのでご注意ください。

■郵送による大腸がん検診を受けてみませんか 
　大腸がん検診をより受けやすくするために、希望
者に大腸がん検診の容器を送付し、便採取後に郵送
で提出していただく方法による検診を高知県が試行
的に実施します。
（対象となる方）高知県内に住所を有する40歳以上の
方で、平成25年度（平成25年4月1日～）に大腸がん検
診を受診していない方
（自己負担） 無料

（申込期間） 平成25年12月16日（月）～平成26年2月
14日（金） 電話にて申し込みを受け付けます。
　（定員に達した時点で申し込みを締め切りますの
で、ご了承ください）

（対象となる方）　以下の年齢の方のうち、今年度（平成25年4月1日～）がん検診を受診していない方
　　　　　　　　肺がん検診・胃がん検診・大腸がん検診：40歳以上男女
　　　　　　　　乳がん検診：40歳以上女性　子宮頸がん検診：20歳以上女性
（自己負担）　肺がん検診：0円　胃がん検診：900円　大腸がん検診：300円
　　　　　　乳がん検診：600円　　子宮頸がん検診：600円
（申込方法）　平成25年12月9日（月）より、電話にて申し込みを受け付けます。
　　　　　　（各会場定員に達した時点で申し込みを締め切りますので、ご了承ください）

－今年度まだがん検診を受けていない
　　　　　　皆様にお知らせです－

申込電話番号：088─832─9691（高知県総合保健協会）  
申込受付時間：8時30分から17時まで（土・日・祝は休）
※通常の市町村検診と申込先が異なりますのでご注意くだ
さい。

      市町村                実施場所 肺 胃 大腸 乳 子宮頸
平成26年2月20日（木） 中芸広域連合 奈半利町保健センター ○ ○ ○ 　 　
平成26年2月21日（金） 高知市 高知市保健福祉センター ○ ○ ○ 　 　
平成26年2月26日（水） 南国市 南国市保健福祉センター ○ ○ ○ 　 　
平成26年2月28日（金） 高知市 高知市保健福祉センター ○ ○ ○ 　 　
平成26年3月 4 日（火） 室戸市 室戸市保健福祉センターやすらぎ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年3月 7 日（金） 高知市 高知市保健福祉センター ○ ○ ○ ○ ○
平成26年3月11日（火） 安芸市 安芸市ふれあいセンター「元気館」 ○ ○ ○ ○ ○
平成26年3月12日（水） 香美市 保健福祉センター香北 ○ ○ ○ 　 　
平成26年3月13日（木） 香南市 野市ふれあいセンター ○ ○ ○ 　 　
平成26年3月14日（金） 高知市 高知市保健福祉センター ○ ○ ○ 　 　
平成26年3月20日（木） 香南市 野市ふれあいセンター ○ ○ ○ 　 　

　肝臓がんの90％はウイルス性肝炎由来と言われ、原因が分かっているので治療により
予防ができるがんの一つです。
　ウイルス性肝炎は、普通の生活の中では感染しない感染症です。しかし、血液や体液を媒体を
介して感染するため、過去の同一注射針による集団予防接種や輸血などにより、誰もが感染の可
能性がありました。特に40歳以上の方に感染が多いと言われます。

―早期発見・早期治療は肝硬変や肝がんへの進行を防ぎます！―

■肝炎ウイルス検診を無料で実施中！
　採血による検査で結果は数週間でわかります。過去
にＢ型肝炎、Ｃ型肝炎検査をしたことのない方が検査
の対象になります。
　実施場所
　①高知県内の保健所(安芸福祉保健所では、毎月第

1・3水曜日午後。予約制)
　②県内の約320カ所の委託医療機関（平成26年1月

31日までで終了）
■感染がわかったら
　治療方法・医療費助成制度
　ウイルスを排除する核酸アナログ製剤や・根治を目
的としたインターフェロン治療があります。国と都道
府県では肝炎治療にかかる医療費について助成を行っ
ています。
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●問い合わせ先　　県鳥獣対策課　TEL　０８８－８２３－９０４２

　　　●最低賃金についての問い合わせ先
　　　　　　 高知県労働局（賃金室）　TEL　０８８－８８５－６０２４
　　　　または、最寄りの労働基準監督署
　　　　　　 安芸労働基準監督署　　 TEL　０８８７－３５－２１２８

狩猟免許試験のお知らせ狩猟免許試験のお知らせ狩猟免許試験のお知らせ

最低賃金改正のお知らせ最低賃金改正のお知らせ最低賃金改正のお知らせ

■わな猟試験
　平成25年12月15日安田町（文化センター）
　　　　　 12月22日四万十市

（中村地区建設業協同組合会館）
　平成26年１月19日高知市

（県立大学池キャンパス）

■銃猟試験
　平成25年12月21日四万十市

（中村地区建設業協同組合会館）
　平成26年１月18日高知市

 （県立大学池キャンパス）

■試験時間
　安田町の会場＝午後１時から
　四万十市、高知市会場＝午前10時から

■受験申請
　申請書をいずれも試験の10日前までに県鳥獣対策
課まで。申請書は、県ホームページもしくは地区猟
友会にあります。

　
　なお、高知県猟友会主催の講習会がそれぞれの地
区で実施されますので県猟友会（088－856－6641）
までお問い合わせください。

■目的
　有害鳥獣捕獲の現状として、これまでの対策で
捕獲数は一定増加したが被害額は高止まりしてお
り、さらなる捕獲頭数の上積みには、捕獲の担い手
である狩猟者の確保が不可欠であります。今後、高
齢化による大幅な狩猟者の減少が見込まれること
から、狩猟免許及び銃所持許可取得のための経費
への支援を実施し、捕獲の担い手を確保し、持続的
な個体数調整を目指すものであります。

■補助対象
　奈半利町内に在住し、奈半利町が実施する有害
鳥獣の捕獲に従事若しくは協力する旨の確認がと
れた者（中芸猟友会の証明書が必要）

■補助対象経費及び補助上限額
①一般社団法人高知県猟友会が実施する初心者講
習会（狩猟免許試験合格のための事前勉強会）の
受講料
　狩猟免許試験合格者１人に対して
　　7，000円以内
②公安委員会が実施する猟銃所持許可申請に係る
射撃教習の受講に要する経費
　猟銃所持許可取得者１人に対して
　　37，000円以内
　ただし、過去に射撃教習を受講していない者。

奈半利町新規狩猟者確保事業費補助金のお知らせ奈半利町新規狩猟者確保事業費補助金のお知らせ奈半利町新規狩猟者確保事業費補助金のお知らせ

平成２５年　工業統計調査を実施します平成２５年　工業統計調査を実施します平成２５年　工業統計調査を実施します

●問い合わせ先　　経済産業省・高知県・市町村

●問い合わせ先　　TEL　0887－38－8182

　工業統計調査は我が国の工業の実態を明らかにすることを目的とした統計
法に基づく報告義務がある重要な統計です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興などの基礎資料として利活用されます。
　調査時点は25年12月31日です。調査票へのご回答をお願いいたします。

　高知労働局では、県内すべての労働者に適応される「高知県最低賃金」を改正し、10月26日から施行すること
にしました。
　この決定により労働者に支払う賃金は、１時間664円以上としなければなりません。

　県では、鳥獣被害対策の担い手となる狩猟者の確保育成を目的として、狩猟免許試験を次の日程で実施します。

工
業
統
計
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

コ
ウ
ち
ゃ
ん
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狩猟免許試験のお知らせ

最低賃金改正のお知らせ

奈半利町新規狩猟者確保事業費補助金のお知らせ

平成２５年　工業統計調査を実施します

国際交流員

10月も終わりに近づき、いよいよ寒くなりました。夏季に各学校で授業を始めたら、すぐに汗だくになった
私は「どうして日本人はあまり汗をかかないのだろう？」といつも不思議に思い、理由についてよく考えてみ

ました。他にも科学的な原因があるかもしれませんが、大まかに分析してみれば、母国が違うと、文化や言

語はもちろんですが、気候に対する体の反応にも差が見えてきます。空気の乾燥しているメルボルンで生まれ

育った私の体は当然、日本の典型的な湿度の高い夏に慣れていないし、日本人がオーストラリアに訪れると、

空港から出た瞬間の喉を乾かせるほどの暑さにびっくりし、水分摂取を重視させられることでしょう。とは言っ

ても、特に暑かったと言われていた今年の夏をなんとか乗り切ったにもかかわらず、「まだ夏だったら川遊び、

ＢＢＱできるのに！」と早くも夏を恋しく思っている自分がいます。やはり人間は変わりやすいものです。

最近、中芸地区の国際交流員と外国語指導助手とが協力して、「中芸国際交流団体」を結成しました。この
団体の今年のイベントとして、中芸の各町村において写真展示会を開くことが決定されました。テーマは、『中

芸地区のＪＥＴ参加者たちが高知に対して抱いた第一印象及び感想』に決まり、それに伴う文章と写真を展示

します。中芸地区には私を含めて６人のＪＥＴ参加者が滞在しており、オーストラリア、ニュージーランド、イ

ギリス、アメリカなどの国籍をもつ人々の視点から見る高知の不思議な所や良さなどを紹介します！

奈半利町では、町民会館のロビーで、11月26日から12月１日まで写真展示会を開催します。近くを通った際
にはぜひ見に来てください。ちなみに、どんな内容を書くかと言えば、例として以下に文章の一部を加えま

したので、ご覧ください！

オーストラリアではＡＴＭという機械が国民のために重要な役割を果たしています。オーストラリアでは、銀
行が閉まっていても、ＡＴＭが必ず24時間開いていることが当たり前のサービスになっています。そのため、

お金が必要になれば、夜中でもすぐにＡＴＭへ引き出しに行けます。それに対して、特に高知の田舎である中

芸地区では、ＡＴＭがまるで人間のように午前９時～午後６時のような「勤務時間」に限られていることにと

てもびっくりしました。「人間ができない役割を果たしてもらうために作り出した機械なのに、どうして人間と

同じように夕方に『職場』から消えていくのだろう？」と何回か不思議に思ったことがあります。しかし、よ

く考えてみればＡＴＭが早く閉まるおかげで、自分自身がどういうふうにお金を使っているのかを、より意識

するようになったので、良いことだと思えるようになりました。

ジェシー・デカートレイ
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詳しくは自衛隊高知地方協力本部  安芸地域事務所までご連絡ください。
　安芸市本町3丁目11‐5（Smile Aki前2F）　　電話　0887－35－2749
　　　　URL　　　 http://www.mod.go.jp/pco/kochi/  　　　
　　　　携帯サイト  http://www.mod.go.jp/pco/kochi/itop.htm

　 問い合わせ先

　将来陸上自衛隊において、高機能化･システム化された装備品を駆使･運用するとともに、国際社会におい
ても自信を持って対応できる自衛官となる者を養成するために、中学校卒業者等を対象に採用する制度です。　
■高校卒業資格取得

平成25年度  陸上自衛隊高等工科学校生徒募集平成25年度  陸上自衛隊高等工科学校生徒募集平成25年度  陸上自衛隊高等工科学校生徒募集

男子で17歳未満の者
中学校卒業者（見込みを含む）

11月1日～
26年1月10日

１次試験 
26年1月１８日

陸上自衛隊 
高等工科学校生徒

 募集種目 資　格 受付期間 試 験 日

26年1月11日～
1月13日（いずれか１日）

（推薦採用試験）
陸上自衛隊

高等工科学校生徒

男子で17歳未満の者
中学校卒業者（見込みを含む） 11月1日～12月６日

 募集種目 資　格 受付期間 試 験 日
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こんに
ちは

毎日の食事で、減塩ひと工夫！！

材料（２人分）

　青菜 1/2束

　　木綿豆腐 1/2丁

Ａ　　　（水切りをしておく）

　　練りごまペースト 大さじ1/2

　　マヨネーズ 小さじ2

作り方
①青菜はゆでて４㎝長さに切り、

水気を絞る。ポリ袋にあえ衣
A の材料を入れてもみ、青菜

をさっとあえる。

減塩メニューの紹介　青菜の白和え

塩分：0.2g　エネルギー：89kcal

より良い食生活
を送れるように、
日頃の生活をふ
りかえり、見直し
てみませんか！！

塩分の摂りすぎが招く高血圧
　塩分は人が生きていくうえで重要であり、料理の味付けにも欠かせないものです。しか
し、過剰な摂取は高血圧につながってしまいます。高血圧になると、動脈硬化が進行し
て、やがて脳梗塞などの脳の病気や、心筋梗塞などの心臓の病気が引き起こされること
があります。また、腎臓への負担も大きくなるため、腎不全などが起きることもあります。
　高血圧を予防するために、まずは毎日の食生活を見直してみましょう。

作 り 方のコツ 食 べ 方のコツ

だしを効かせれば、薄味でも満
足の味わいに。

だしを
たっぷり使う1 ラーメンなどの麺類は、塩分量が多いメニュー。１杯で１日

分の塩分摂取目標量を含むものも！その塩分量のほとん
どが汁によるものなので、なるべく汁を残すように心がけましょう。

麺類は汁を残す！1

塩もみなどで使った塩分や塩蔵
品は完全に塩抜きする。

塩抜きを
徹底4

塩味以外の味覚を加えること
で、塩分を抑える。

酸味や香りを
効かせる2

焦げめをつけて香ばしさを出す
など、調味料に頼らない工夫も。

焼く・揚げる
などの工夫5

食材そのものがおいしければ、
調味料は抑えられる。

新鮮な
食材を使う3

　・　一般的にみそやしょうゆ味よりとんこつや塩味の方が塩分が多めな
ので、注意！

　・　具の多いものはその分汁が少なめ。具だくさんメニューを選ぶことも
ポイントです！

ハム・チーズ、練ものなどの加工食品は高塩分食品。お
酒のおつまみには、これら塩分の高いものがおいしく感

じられるもの。お酒を飲むことが多い人は、おつまみの摂り過ぎに
も注意が必要です。

“おつまみ”にも要注意！3

　・　ハム１枚、チーズ１切れ、笹かまぼこ１枚、それぞれで濃い口しょうゆ小
さじ１杯分と約同等量の塩分量！食べ過ぎないように注意！

　・　お酒がすすむと塩分の高いおつまみも進みがちに。減塩のためには、
飲酒量を抑えることも大切です。

外食やインスタント食品は、一般的に塩分が高め。１食
だけで１日の塩分摂取目標量の半分近くになるものも！

外食やインスタント食品は、１日１食までに抑えましょう。

外食・インスタント食品は１日１食まで！2
　・　丼ものは、タレがご飯にしみていて、塩分が高くなりがち。選ぶなら塩
分も栄養バランスもよい定食がおすすめ！

　・　お寿司のしょうゆや揚げ物のソースなどは、直接かけるのではなく小
皿にとって少量ずつ使うよう心がけましょう。

平成25年度  陸上自衛隊高等工科学校生徒募集
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　10月19日（土）に奈半利中学校『文化活動発表会』を開催しま
した。
　当日は、日頃の取り組み発表として、意見交換会、各クラスの
合唱、全校合唱、PTA合唱、総合的な学習の取り組み発表、吹奏
楽部の演奏などを行いました。
　ご来校くださった皆様より、たくさんのご声援をいただきまし
た。お陰さまで、生徒一人一人の心に残る学校行事を無事終了す
ることができました。
　保護者、地域の皆様、本当にありがとうございました。

　11月2日（土）、安田町文化センター周回コー
スにおいて、『安芸地区中学校駅伝競走大会』が
開催されました。奈半利中学校の男子駅伝部
は、19チーム中、13位に入りました。残念なが
ら、県大会への出場は逃しましたが、選手全員、
力の限りの力走を見せてくれました。
　保護者、地域の皆様、応援ありがとうございま
した。

　11月7日（木）に1年生は、奈半利町保健センターで行われた『郷土料
理学習会』に参加しました。五目寿司、いなり寿司、そうめん、白菜の白
和え、きびなごの天ぷら等、郷土料理にチャレンジしてきました。
　お世話になりました地域の方々、本当にありがとうございました。

　11月7日（木）に実施された『奈半利山の日』に2年生が参加しました。当
日は、奈半利郷分生産森林組合の皆様や奈半利町役場、安芸林業事務所
の方々など、大変多くの皆様にお世話になり、間伐、枝打ち、環境学習、丸
太切りレースと盛りだくさんの充実した体験活動を行うことができまし
た。
　お世話になった関係者の皆様、本当にありがとうございました。

1年生　食育（地域食育推進事業）1年生　食育（地域食育推進事業）

2年生　山の日2年生　山の日

文化活動発表会文化活動発表会

Vol.18

11
  7

THU

10
  19

SAT

安芸地区中学校駅伝競走大会安芸地区中学校駅伝競走大会
11

2
SAT

　

な
は
り
広
報

　
　
　

平
成　

年　

月
発
行

NO.

２９１

２５

１１

編　

集
／
奈
半
利
町
広
報
編
集
委
員
会  　
 　
　

所
在
地
／
〒　

︱
６
４
０
２ 
安
芸
郡
奈
半
利
町
乙
１
６
５
９
︱
１

７８１

           
察
０
８
８
７
︱　

︱
４
０
１
１   　
　　

捌
０
８
８
７
︱　

︱
７
７
８
８　
 
印
刷
／
㈱
高
知
新
聞
総
合
印
刷

３８

３８


